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第
５
次
行
財
政
改
革
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

本
市
で
は
、
昭
和
40
年
代
か
ら
50

年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
に
進
め
ら

れ
た
住
宅
開
発
に
伴
っ
て
、
公
共
施

設
等
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
建
設
後
40
年

以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
今
後
一
斉

に
更
新
時
期
を
迎
え
ま
す
。
大
規
模

改
修
や
建
て
替
え
等
に
多
額
の
費
用

が
必
要
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
一

方
、
市
の
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
現
在

保
有
す
る
公
共
施
設
等
を
今
の
ま
ま

維
持
し
て
い
く
こ
と
は
、
本
市
に

と
っ
て
極
め
て
重
い
負
担
と
な
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
将
来
を
見
据
え
た
中
で

世
代
を
超
え
て
市
民
に
利
用
さ
れ
る

公
共
施
設
等
の
望
ま
し
い
形
と
は
何

か
、
そ
の
全
体
的
な
あ
り
方
に
つ
い

て
の
方
向
性
や
考
え
方
を
示
す
た
め

に
「
泉
南
市
公
共
施
設
等
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
基
本
方

針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、

本
市
の
公
共
施
設
等
の
あ
り
方
を
考

え
、取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
基
本
と
す
る
方
向
性
】

①
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

市
民
に
と
っ
て
最
適
な
施
設
を
整

備
し
、
で
き
る
だ
け
長
く
利
用
で
き

る
よ
う
維
持
管
理
す
る
こ
と
で
持
続

可
能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
道
路
、
橋
梁
、
上

下
水
道
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
は
、
長

期
的
視
野
に
立
っ
て
予
防
保
全
に
努

め
、長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

②
全
市
的
な
視
点
か
ら
の
検
討

　

公
共
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
市
内

全
施
設
を
見
渡
し
、
施
設
が
持
つ
機

能
や
そ
の
配
置
状
況
が
最
適
か
ど
う

か
を
総
合
的
に
判
断
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
推
進
体
制
は
、
庁

内
の
密
接
な
連
携
に
よ
っ
て
、
全
市

的
な
視
点
に
立
っ
て
進
め
て
い
き
ま

す
。

【
基
本
的
な
方
針
】

①
施
設
機
能
の
複
合
化
・
集
約
化
等

に
よ
る
施
設
の
保
有
総
量
の
抑
制

　

一
つ
の
施
設
に
異
な
る
複
数
の
機

能
を
持
た
せ
複
合
化
し
た
り
、
類
似

機
能
を
一
つ
の
施
設
に
集
約
化
し
た

り
す
る
な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性
の

向
上
に
努
め
、
施
設
の
最
適
化
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
官

民
連
携
や
広
域
連
携
な
ど
、
最
少
の

コ
ス
ト
で
最
大
の
効
果
を
得
ら
れ
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
検
討
し

ま
す
。
そ
し
て
公
共
建
築
物
の
総
量

の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
機
能
を
失
い
必
要
性
が
な
い

施
設
は
売
却
や
貸
し
付
け
等
に
よ
り

利
活
用
を
図
り
ま
す
。

②
未
利
用
財
産
等
の
有
効
活
用
に
よ

る
最
適
化

　

普
通
財
産
等
の
未
利
用
財
産
は
、

売
却
・
貸
し
付
け
等
に
よ
り
歳
入
確

保
を
図
り
ま
す
。

③
公
共
施
設
等
の
維
持
管
理
経
費
の

適
正
化
お
よ
び
長
寿
命
化

　

将
来
的
に
維
持
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
公
共
施
設
等
は
、
予
防
保
全

を
実
施
し
維
持
管
理
経
費
の
平
準
化

を
図
る
こ
と
で
、
安
全
性
の
確
保
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
最
少

化
、
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

【
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

　

市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
個

別
施
設
の
状
況
に
関
す
る
詳
細
な
調

査
分
析
を
行
い
、「（
仮
称
）
泉
南
市

公
共
施
設
等
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
推
進
基
本
計
画
」
を
平
成
27

年
度
中
に
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、そ
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

公
共
施
設
等
の
最
適
化
を
具
体
的
に

進
め
て
い
く
た
め
の
「（
仮
称
）
泉

南
市
公
共
施
設
等
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
実
施
計
画
」
を
平

成
28
年
度
中
に
策
定
し
ま
す
。

【
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

推
進
】

①
全
庁
的
な
取
り
組
み
と
公
共
施
設

等
に
関
す
る
情
報
の
一
元
化

　

施
設
等
を
所
管
し
て
い
る
部
署
だ

け
で
な
く
、
企
画
、
財
政
、
財
産
活

用
と
い
っ
た
部
門
も
含
め
庁
内
の
連

携
を
密
に
す
る
と
と
も
に
、
施
設
情

報
を
整
理
し
、
一
元
的
に
収
集
・
管

理
・
分
析
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま

す
。

②
職
員
の
意
識
改
革
の
推
進

　

研
修
会
な
ど
を
開
催
し
、
全
職
員

の
問
題
意
識
の
共
有
・
醸
成
を
図
り

ま
す
。

③
市
民
と
の
問
題
意
識
の
共
有
と
市

民
参
画
の
推
進

　

施
設
情
報
と
こ
の
取
り
組
み
に
対

す
る
情
報
を
公
開
す
る
と
と
も
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

を
実
施
し
、
市
民
が
考
え
提
案
で
き

る
機
会
を
設
け
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
行
革
・
財
産
活
用
室

（
☎
483
・
９
９
５
３
）

「
泉
南
市
公
共
施
設
等
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

推
進
基
本
方
針
」
を
策
定
し
ま
し
た

学校教育系施設
（小・中学校等）

         47.2%

市民文化系施設
（文化ホール・

公民館等）
5.7%

その他施設 0.4%
公園施設 0.4%

公営住宅施設
（市営住宅）

          14.8%行政系施設
（市庁舎等）

 8.4%

保健・福祉施設
（老人集会場等）

10.1%

子育て支援施設
（幼稚園・保育所等）

7.6%

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｪｰｼｮﾝ系
施設（市民体育館

・市民球場等）3.3%

社会教育系施設
（図書館等）2.1%

ファシリティマネジメントとは
　米国生まれの経営管理方式。企業や団体がその財産

（土地、建物、設備、工作物等とそれらにかかわるさ
まざまな環境）を最適な状態（最少のコストで最大の
効果を得る状態）で、保有・運営・維持・活用するた
めの総合的な管理手法。

「泉南市公共施設等ファシ
リティマネジメント推進基
本方針」を策定しました

本市の公共建築物の整備面積別状況（平成 25 年度）
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本
市
で
は
、
第
４
次
行
財
政
改
革

実
施
計
画
（
計
画
期
間
：
平
成
22
年

度
～
26
年
度
）
に
基
づ
き
、
行
財
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
後
の
財
政
状
況
を
試
算
す

る
と
大
変
厳
し
い
も
の
に
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
現
計
画
に
続

く「
第
５
次
行
財
政
改
革
実
施
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
第
５
次
行
財
政
改
革
実
施
計
画
」

は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
行
革
・
財
産
活
用
室

（
☎
483
・
０
０
０
９
）

●
計
画
策
定
の
背
景

　

本
市
で
は
、平
成
７
年
５
月
に「
泉

南
市
行
財
政
改
革
推
進
本
部
」
を
設

置
し
、
平
成
８
年
12
月
に
「
行
財
政

改
革
大
綱
」
を
策
定
以
降
、
長
年
に

わ
た
り
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
10
月
に
は
、
財
政
健
全

化
団
体
へ
転
落
す
る
こ
と
な
く
、
自

主
・
自
立
に
よ
る
特
色
あ
る
行
財
政

運
営
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
「
財

政
早
期
健
全
化
宣
言
」
を
発
し
ま
し

た
。
続
く
平
成
23
年
３
月
に
策
定
し

た「
第
４
次
行
財
政
改
革
実
施
計
画
」

で
は
、
財
政
健
全
化
団
体
へ
の
転
落

を
回
避
し
、
基
金
運
用
の
健
全
化
、

土
地
開
発
公
社
の
経
営
健
全
化
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
歳
入

歳
出
全
般
に
わ
た
っ
て
見
直
し
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
危
機

的
な
財
政
状
況
か
ら
は
脱
却
の
見
通

し
が
立
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
少
子
高
齢
化
、
地
価
の

下
落
等
を
反
映
し
て
、
今
後
の
市
税

収
入
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
財
源
は

伸
び
が
見
込
め
な
い
状
況
が
続
く
一

方
で
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
社
会
保

障
関
係
経
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

関
西
国
際
空
港
建
設
を
契
機
と
し
て

進
め
た
都
市
基
盤
整
備
の
た
め
に
発

行
し
た
市
債
の
償
還
は
ま
だ
続
き
ま

す
。
加
え
て
、
公
共
施
設
等
の
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、
す
べ
て
の
施
設

を
現
状
の
ま
ま
保
有
し
続
け
る
こ
と

は
財
政
負
担
が
極
め
て
重
く
、
市
と

し
て
保
有
す
べ
き
施
設
は
何
か
を
先

送
り
す
る
こ
と
な
く
検
討
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
財
政
運
営

は
、
こ
れ
か
ら
の
方
が
厳
し
く
な
る

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ

っ
て
も
、
真
に
必
要
な
施
策
に
つ
い

て
は
、
財
政
規
律
を
堅
持
し
な
が
ら

時
機
を
逸
さ
ず
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
民
に
身
近
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
市
民
福
祉

の
維
持
・
向
上
を
図
る
と
い
う
基
礎

自
治
体
と
し
て
の
責
務
を
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
的
に
果
た
し
て
い
く
た

め
に
は
、
財
政
運
営
も
将
来
に
わ
た

っ
て
健
全
で
安
定
し
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
27
年
度
以
降
を

見
通
し
、「
第
４
次
行
財
政
改
革
実

施
計
画
」
に
続
く
新
し
い
計
画
と
し

て「
第
５
次
行
財
政
改
革
実
施
計
画
」

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
●
泉
南
市
の
現
状

■
人
口

　

本
市
の
人
口
は
、
平
成
25
年
度
末

現
在
約
６
万
４
千
人
で
、
近
年
は
横

ば
い
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

計
算
を
も
と
に
し
た
推
計
に
よ
る
と

今
後
は
緩
や
か
な
減
少
が
続
く
と
予

測
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
年
齢
別
人
口
構
成
を
み
る

と
、
15
歳
未
満
の
年
少
人
口
や
15
歳

以
上
65
歳
未
満
の
生
産
年
齢
人
口
が

減
少
す
る
一
方
で
、
65
歳
以
上
の
老

年
人
口
が
増
加
し
て
お
り
、
確
実
に

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
高

齢
化
は
医
療
費
や
介
護
保
険
等
の
社

会
保
障
関
係
経
費
の
増
大
を
招
き
、

少
子
化
・
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
は
、

社
会
経
済
活
動
の
活
力
低
下
や
市
税

収
入
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。

　

今
後
の
本
市
の
施
策
は
、
こ
う
し

た
人
口
動
態
を
十
分
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
財
政
状
況

　

歳
入
で
は
、
基
幹
収
入
で
あ
る
市

税
、
特
に
固
定
資
産
税
が
地
価
下
落

の
影
響
に
よ
り
大
き
く
減
少
し
て
お

り
、
地
方
交
付
税
や
地
方
債
の
占
め

る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
債
に
お
い
て
も
、
地
方

交
付
税
か
ら
の
振
替
で
あ
る
臨
時
財

政
対
策
債
（
臨
財
債
）
の
発
行
額
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
税
や
使
用
料
、
手
数
料
な
ど
市

が
自
主
的
に
集
め
る
こ
と
が
で
き
る

収
入
、
い
わ
ゆ
る
自
主
財
源
の
比
率

が
高
い
ほ
ど
財
政
運
営
の
自
立
性
、

安
定
性
が
高
い
と
言
え
ま
す
。
持
続

可
能
で
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
た

め
に
も
、
自
主
財
源
の
確
保
が
今
後

の
課
題
で
す
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
、
数
次
に
わ
た

る
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
人
件
費
は
大
き
く
減
少
し
、
投

資
的
経
費
も
抑
制
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
高
齢
化
に
よ
る
医
療
費
、
社
会

保
障
関
係
経
費
で
あ
る
扶
助
費
は
大

幅
に
伸
び
て
お
り
、
公
債
費
も
高
い

額
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

第
５
次
行
財
政
改
革
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

0

20000

60,059
S60

65 歳以上 15 歳以上 65 歳未満 15 歳未満

H2 H7 H12 H17 H22 H25 H32 H37
60,065 61,688 64,152 64,683 64,403 64,278 63,735 62,632

40000

60000

（単位：人）

■泉南市の人口

出典：平成 22 年まで国勢調査、平成 25 年住民基本台帳人口、
　　　平成 32 年、平成 37 年推計人口

第５次行財政改革実施計画
を策定しました
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●
収
支
見
通
し

　

本
市
に
お
い
て
も
人
口
の
減
少
、

と
り
わ
け
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
は

避
け
ら
れ
な
い
見
通
し
で
、
将
来
の

税
収
を
考
え
る
と
大
き
な
課
題
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
公
共
施
設
等
は
多

く
が
老
朽
化
し
て
お
り
、
本
市
の
将

来
の
人
口
構
造
、
財
政
状
況
、
施
設

の
配
置
、
利
用
状
況
等
を
分
析
し
、

中
長
期
的
な
視
点
で
そ
れ
ら
の
あ
り

方
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
な

ど
、多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
財
政
健
全
化
の
た
め
の

取
り
組
み
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
の

今
後
の
収
支
見
通
し
と
し
て
、
平
成

31
年
度
ま
で
の
収
支
を
試
算
し
ま
し

た
。

　

そ
の
結
果
、
高
齢
化
に
よ
る
扶
助

費
、
医
療
費
（
繰
出
金
）
の
増
加
、

関
西
国
際
空
港
の
開
港
に
併
せ
て
進

め
て
き
た
都
市
基
盤
整
備
の
た
め
に

発
行
し
た
市
債
の
償
還
（
公
債
費
）、

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
（
普
通
建

設
事
業
費
）
な
ど
の
歳
出
の
増
加
を

反
映
し
、
平
成
29
年
度
ま
で
の
財
源

不
足
額
は
、15
億
８
２
０
０
万
円（
右

下
表
実
質
収
支
欄
※
）、
平
成
31
年

度
に
は
23
億
５
９
０
０
万
円
に
な
る

も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

本
市
の
財
政
運
営
は
、
こ
れ
か
ら

本
格
的
に
厳
し
く
な
り
、
決
し
て
楽

観
視
で
き
る
状
態
で
は
な
く
、
ま
さ

に
正
念
場
を
迎
え
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
計
画
期
間

　

第
５
次
行
財
政
改
革
実
施
計
画
の

計
画
期
間
は
、
平
成
27
年
度
～
29
年

度
ま
で
の
３
年
間
と
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成
27
年
度
・
28
年
度

が
公
債
費
の
ピ
ー
ク
と
な
り
、
財
政

を
圧
迫
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
お
よ
び
今
後
の
地
域
づ
く

り
や
ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
公
共
施
設
等
の
あ
り
方
（
更

新
、
統
廃
合
、
長
寿
命
化
）
は
、
平

成
28
年
度
中
に
策
定
を
予
定
し
て
い

る
「（
仮
称
）
泉
南
市
公
共
施
設
等

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進

実
施
計
画
」
で
お
お
む
ね
明
ら
か
に

す
る
予
定
に
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

●
改
革
の
理
念
・
視
点（
基
本
的
方
向
）

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、

本
市
が
抱
え
る
課
題
は
な
お
多
く
、

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
や
公
共

施
設
等
の
老
朽
化
対
策
を
は
じ
め
新

し
い
課
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
第
５
次
泉
南
市
総
合
計
画
で
掲

げ
た
ま
ち
の
将
来
像「
豊
か
な
環
境
・

支
え
あ
い
、
人
を
大
切
に
す
る
泉
南

市
～
み
ん
な
で
夢
を
紡
ぐ
生
活
創
造

都
市
～
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

安
定
し
た
財
政
運
営
の
下
、
数
々
の

課
題
に
対
し
て
真
摯
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
の
未
来
を
明
る
い
も
の
と
す

る
た
め
、
こ
れ
か
ら
は
次
に
掲
げ
る

３
つ
の
理
念
と
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
に

うち人件費

■歳出状況（普通会計決算） （単位：百万円）

歳出
昭和60年度
10,800 15,079 21,744 19,395 20,169 22,070 27,562
2,757 4,108 5,938 6,491 6,113 4,805 3,594

1,761 1,732

1,374 1,530

2,236 2,351 3,459 5,195 5,386

1,796 2,496 2,665 2,496 2,684
2,356 3,242 6,117 1,812 2,008 2,649 1,166

平成 2年度 平成 7年度 平成 12 年度 平成 17 年度 平成 22 年度 平成 25 年度

うち扶助費

うち公債債
うち投資的経費

うち地方税

■歳入状況（普通会計決算） （単位：百万円）

歳入
昭和60年度
10,790 15,183 21,889 19,663 20,305 22,597 28,066
4,702 6,280 10,186 10,205 9,259 8,936 8,832

2,051 2,550 1,097 2,728 2,186 2,682 2,812

710 978 3,565 1,055 1,781 3,002 8,341
（708）（1,318）（1,311）

平成 2年度 平成 7年度 平成 12 年度 平成 17 年度 平成 22 年度 平成 25 年度

うち地方交付税

うち地方債
（うち臨財債）
★平成 25年度の地方債には第三セクター等改革推進債 6,600 百万円を含む
★臨財債は平成 13 年度から導入

■収支見通し （単位：百万円）

8,888地方税

国庫支出金
府支出金
繰越金

繰出金
普通建設事業費

地方債

人件費
うち退職金

物件費
扶助費
補助費等
公債費

歳入合計

歳出合計

単年度収支
実質収支　※

平成 26 年度の公債費には、繰上償還金 267 百万円を含む

その他（譲与税、交付金、諸収入など）

その他（積立金、前年度繰上充用金など）

地方交付税・臨時財政対策債
8,733 8,727 8,731 8,545 8,567

3,915 4,018 4,059 4,108 4,244 4,270
4,262 3,859 3,820 4,325 4,301 4,416
1,632 1,726 1,703 1,765 1,762 1,803

2,384 2,715 1,895 1,895 1,894 1,895

3,693 3,730 3,697 3,685 3,468 3,336

2,736 2,819 2,847 2,795 2,814 2,830
5,505 5,565 5,621 5,682 5,747 5,819
2,600 1,954 2,021 2,050 2,107 2,062
3,142 2,962 2,921 2,755 2,744 2,743
2,882 2,930 2,912 2,994 3,076 3,025
1,726 2,898 887 2,209 2,045 1,989

▲455 ▲623 ▲316 ▲643 ▲616 ▲161
0 ▲623 ▲939 ▲1,582 ▲2,198 ▲2,359

22,413 22,400 20,754 21,689 21,549 21,806

22,413 23,023 21,693 23,271 23,747 24,165

550 865 803 855
504 0 0 0 0 0
828 1,349

294 378 252 210198 231

787 1,101 1,746 2,361129 165

平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度

歳

　
　
　入

歳

　
　
　出
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基
づ
い
て
行
財
政
運
営
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
計
画
期
間
に
お
い
て
実
施

す
る
個
々
具
体
の
内
容
と
し
て
、
各

視
点
の
も
と
に
計
68
の
取
組
事
項
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

【
理
念
１
】
収
入
の
範
囲
内
で
予
算

を
組
む
こ
と
を
徹
底
し
、
持
続
可
能

な
財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す

　

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、

真
に
必
要
な
施
策
に
つ
い
て
は
財
政

規
律
を
堅
持
し
な
が
ら
、
時
機
を
逸

さ
ず
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
福
祉
の
維
持
・
向
上
を

図
る
と
い
う
基
礎
自
治
体
と
し
て
の

責
務
を
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に

果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、以
下
に
掲
げ
る
視
点
の
下
、

さ
ら
な
る
財
政
健
全
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

▼
視
点

①
部
局
長
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
徹
底

②
各
経
費
の
見
直
し
③
基
金
の
活
用

④
将
来
の
リ
ス
ク
に
備
え
た
財
政
運

営
⑤
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
推
進
⑥
税
収
の
確
保
⑦
行
政
改
革

推
進
債
の
活
用
⑧
そ
の
他
歳
入
確
保

⑨
人
件
費

【
理
念
２
】
行
政
と
市
民
と
の
役
割

分
担
を
検
討
し
、
市
民
が
主
体
的
に

公
共
的
な
取
り
組
み
へ
参
画
・
活
動

で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
ま
す

　

市
民
の
声
を
十
分
に
反
映
し
、
満

足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
す
べ

て
を
担
う
の
で
は
な
く
、
民
間
企
業

の
柔
軟
な
発
想
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

す
る
こ
と
や
、
市
民
と
行
政
が
互
い

に
協
力
し
合
い
な
が
ら
課
題
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。市
民
・

民
間
企
業
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
と
責
務
を
認
識
・
尊
重
し
、
積
極

的
に
協
働
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を

継
続
的
に
進
め
ま
す
。

▼
視
点

①
市
民
と
行
政
の
役
割
分
担
の
見
直

し
（
市
民
と
の
連
携
・
協
働
）
②
官

民
連
携
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
（
民

間
企
業
等
と
の
連
携
・
協
働
）

【
理
念
３
】
第
3
次
行
財
政
改
革
大

綱
（
案
）（
平
成
16
年
3
月
策
定
）

に
掲
げ
た
理
念
で
あ
る
「
市
民
が
納

得
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た

め
の
市
役
所
改
革
」
を
進
め
ま
す

　

社
会
情
勢
の
変
化
や
市
民
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
、
時
機
を
逸
せ
ず

に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、組
織
・

職
員
が
持
つ
知
識
・
経
験
を
最
大
限

に
発
揮
し
、
広
い
視
野
、
多
様
な
価

値
観
、
改
革
意
識
を
持
っ
て
た
く
ま

し
く
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
市
民
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す

こ
と
が
で
き
る
市
役
所
組
織
、
人
材

育
成
を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向

上
さ
せ
ま
す
。

▼
視
点

①
効
率
的
な
行
政
運
営
の
た
め
の
組

織
・
機
構
改
革
②
定
員
管
理
の
適
正

化
③
人
材
改
革
・
人
材
育
成
の
推
進

④
広
域
連
携
等
の
推
進
⑤
公
正
性
の

確
保
と
透
明
性
の
向
上
⑥
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上

●
財
源
不
足
へ
の
対
応

　
「
改
革
の
理
念
・
視
点
（
基
本
的
方

向
）」
で
掲
げ
た
財
政
健
全
化
に
向
け

た
取
り
組
み
な
ど
に
よ
り
、
単
年
度

で
赤
字
は
発
生
さ
せ
ず
、
３
年
間
で

15
億
８
２
０
０
万
円
の
財
源
を
確
保

し
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
下
表
の
と
お

り
で
す
。
今
後
、
毎
年
度
の
税
収
等

を
見
極
め
な
が
ら
、
予
算
編
成
の
段

階
で
精
査
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

●
計
画
推
進
の
た
め
に

　

平
成
８
年
度
以
降
、
既
に
数
次
に

わ
た
っ
て
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
き
た
本
市
に
と
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど

の
規
模
の
財
源
を
捻
出
す
る
こ
と
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
従
来
の
財
政
運
営
を
続

け
、
将
来
世
代
に
大
き
な
痛
み
を

先
送
り
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
今
の
市
民
の
皆
さ
ま
、
職
員
に

も
痛
み
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
が
、
こ
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
を
財
政
再
建
そ
の
も
の
に
終
わ
ら

せ
る
こ
と
な
く
、
泉
南
市
の
未
来
が

明
る
い
も
の
と
な
る
よ
う
全
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
し
ば
ら
く
の

間
、
辛
抱
を
お
願
い
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
が
、
ど
う
か
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

（単位：百万円）

（一般財源ベース）

その他収入確保
人件費※

歳入の取組み

歳出の取組み

税収確保

一般施策経費

基金の活用
行政改革推進債の活用

実質収支

■財源不足額と対応
平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

単年度収支

合計
※平成 26 年 8月まで実施していた給料削減率の２分の 1の削減額を
　仮計上

▲623 ▲939 ▲1,582
▲623 ▲316 ▲643

50 50 50
50 50 50

20 20 20

10 10 10
35 35 46

538 231 547

508 201 417

623 316 643

100

地方債…道路整備や学
校建築など、一時的に
多額の費用がかかる事
業を実施するために、
市が長期にわたり借り
入れする資金
地方交付税…地方公共
団体の収入の格差を是
正するために，国税の
うち一定割合を、財政
力に応じて国から地方
へ配分される交付金
臨時財政対策債…地方
交付税が不足する場
合、その不足額の一部
を地方公共団体が借り
入れる特例地方債

公債費…特定の事業や
財源不足の補塡のため
に国や府などから借り
た市債の返済金とその
利息
実質収支…歳入と歳出
の差引額から翌年へ繰
り越すべき財源を控除
した決算額。前年度以
前からの収支の累積
単年度収支…一会計年
度のみに係る実質的な
収支の額で、当該年度
の実質収支から前年度
の実質収支を差し引い
た額

用語説明
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
国
民

一
人
ひ
と
り
に
12
桁
の
番
号
を
付

番
す
る
こ
と
に
よ
り
、
早
く
、
簡

単
か
つ
正
確
に
行
政
手
続
き
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
平

成
27
年
10
月
以
降
、
全
国
民
に
個

人
番
号
が
付
番
さ
れ
、
平
成
28
年

１
月
か
ら
利
用
が
始
ま
り
ま
す
。

事
業
者
の
皆
さ
ま
も
、
従
業
員
の

社
会
保
険
の
手
続
き
や
源
泉
徴
収

票
の
作
成
な
ど
必
要
に
応
じ
て
、

従
業
員
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
扱
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
定
個
人
情

報
を
守
る
た
め
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

は
法
律
で
定
め
ら
れ
た
範
囲
以

外
で
の
利
用
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
管
理
に
あ
た
っ
て
は
組
織
と

し
て
安
全
管
理
措
置
な
ど
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。
国
の
特
定
個
人

情
報
保
護
委
員
会
で
は
、
法
律
が

求
め
る
保
護
措
置
お
よ
び
そ
の
解

釈
に
つ
い
て
、
事
業
者
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
取
扱
い
に
つ
い
て
具
体

例
を
用
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
事
業
者

編
）」
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
中
小

規
模
事
業
者
に
対
す
る
特
例
を
設

け
る
な
ど
、
実
務
へ
の
影
響
に
つ

い
て
配
慮
等
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

事
業
者
の
皆
さ
ま
は
、

制
度
開
始
ま
で

に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
詳
細
サ
イ
ト
】http://w

w
w

.
ppc.go.jp/legal/policy/

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
→
暮
ら
し
・
環
境
→
住
民
登
録

【
問
合
せ
】
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
5
7
0
・
20
・
0
1
7
8
）

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」

事
業
者
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
公
表

　

住
民
票
お
よ
び
印
鑑
登
録
証
明

書
は
自
動
交
付
機
（
事
前
登
録
が

必
要
）
が
便
利
で
す
。
平
日
は
午

前
８
時
～
午
後
７
時
ま
で
（
第
３

木
曜
日
は
午
後
３
時
ま
で
）、
土

日
祝
日
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時

ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
▽
市
民
課

（
☎
483
・
７
７
９
１
） 

　

転
入
・
転
出
が
集
中
す
る
時
期

の
窓
口
の
混
雑
緩
和
と
平
日
に
来

庁
困
難
な
方
々
が
手
続
き
で
き
る

よ
う
、
３
月
最
終
の
土
曜
日
に
窓

口
を
臨
時
開
設
し
ま
す
。 

　

な
お
、
取
り
扱
い
業
務
が
限
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ほ
か
の
部
署
や
関

係
機
関
に
確
認
を
必
要
と
す
る
場

合
な
ど
、
業
務
や
内
容
に
よ
っ
て

は
、
再
度
お
越
し
い
た
だ
く
場
合

も
あ
り
ま

す
。
詳
し

く
は
事
前
に

各
担
当
課
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。  

【
と
き
】
３
月
28
日
㈯
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分 

【
取
扱
窓
口
と
業
務
】
▽ 

市
民
課
／

転
入
・
転
出
届
、
各
種
戸
籍
に
関

す
る
届
け
出
、
住
民
票
・
印
鑑
登

録
証
明
書
等
各
種
証
明
書
の
発
行
、

印
鑑
登
録
（
な
お
、
特
例
の
転
入

に
つ
い
て
は
手
続
き
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
お
よ
び
電

子
証
明
書
の
発
行
は
で

き
ま
せ
ん 

）

▽
税
務
課
／
転
入
・
転
出
に

伴
う
原
付
バ
イ
ク
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
交
付
・
返
納
、
各
種

市
税
関
係
証
明
書
の
交
付
、
市
税

の
納
付
お
よ
び
納
税
相
談 

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
→
ビ
ジ
ネ
ス
・
労
働
・
ま
ち
づ

く
り
→
行
財
政
改
革
の
推
進 

【
問
合
せ
】

▽
市
民
課　
（
☎
483
・
７
７
９
１
） 

▽
税
務
課　
（
☎
483
・
９
０
３
１
）

５
月
か
ら
の
前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

【
受
講
料
】
大
人
（
16
歳
以
上
）

４
千
円
、
小
人
３
千
円
。
保
険
料

を
含
み
ま
す

【
そ
の
他
】
▽
申
込
み
多
数
の
場

合
は
３
月
27
日
㈮
午
前
10
時
に
公

開
抽
選
。
結
果
お
よ
び
手
続
き
は

返
信
ハ
ガ
キ
に
て
通
知
▽
各
教
室

と
も
申
込
み
人
数
に
よ
り
開
設
し

な
い
場
合
あ
り
▽
対
象
は
平
成
27

年
４
月
現
在
▽
各
10
回
コ
ー
ス

【
申
込
み
】
往
復
ハ
ガ
キ
（
1
教

室
に
つ
き
、
1
人
１
枚
）
に
❶
教

室
名
❷
住
所
❸
受
講
者
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
❹
年
齢
（
学
年
）
❺
生

年
月
日
❻
性
別
❼
電
話
番
号
を
明

記
の
上
〒
５
９
０
・
０
５
２
１
泉

南
市
樽
井
2
・
26
・
1
泉
南
市
立

市
民
体
育
館
「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

へ
。
３
月
26
日
㈭
必
着

【
問
合
せ
】
市
民
体
育
館

（
☎
482
・
１
０
０
０
）

Topics
新着ニュース

教室 時間 対象 内容 定員

リフレッシュ
ＥＸＥ

ヨーガ

幼児体育

児童体育

金曜
午後 3 時 30 分～ 4 時 30 分
木曜
午前 9 時 30 分～ 10 時 45 分

金曜
午後 7 時～ 8 時 30 分

水曜（希望時間を記入）

土曜
午前 11 時～ 12 時 15 分 小学 1・2 年生

Ｈ21.4.2 ～
 H23.4.1 生まれ

25 名

①②
とも
25 名

40 名

25 名

30 名

充実した毎日を送るためのからだ作り。
ストレッチ体操や筋力を維持する体操

ハタヨーガを中心に現代人の体力を強化する総合
的な健康体操ヨーガ

マット・ボール・鉄棒・トランポリン・跳び箱・
音楽などを利用し、楽しく身体を動かします

マットの後ろ周り・鉄棒の逆上がり・跳び箱の開脚跳
び・ボールやトランポリンなど楽しく身体を動かします

16 歳～高齢者

16 歳～高齢者

16 歳～高齢者
シンプル
体操

普段力を維持できるようにストレッチや筋力維持、
レクリエーションもある体操

①午後 3 時 3 0分～ 4 時 30 分
②午後 4 時 3 0分～ 5 時 30 分

ご
利
用
く
だ
さ
い
自
動
交
付
機

3
月28
日
㈯
に
市
民
課
・
税
務
課

窓
口
を
臨
時
開
設
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新着ニュース

Topics                 泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

【
期
日
前
（
不
在
者
）
投
票
】
投
票

日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
等
の
理
由
に

よ
り
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

は
、
市
役
所
に
お
い
て
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。（
入
場
整
理
券
が
届

い
て
い
る
方
は
、
裏
面
の
期
日
前
投

票
宣
誓
書
に
あ
ら
か
じ
め
必
要
事
項

を
記
入
の
上
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

▼
期
間
：
４
月
４
日
㈯
～
11
日
㈯

▼
時
間
：
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８

時▼
場
所
：
市
役
所
別
館
1
階
会
議
室

【
滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票
】
長
期

出
張
な
ど
、
泉
南
市
に
住
所
を
お
い

た
ま
ま
遠
方
で
滞
在
し
て
い
る
方
な

ど
は
、
泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
投
票
用
紙
の
交
付
を
受
け
、
最
寄

り
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
を
す

る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す

【
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票
】
病

院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入

院
ま
た
は
入
所
し
て
い
る
方
で
、
投

票
日
当
日
に
投
票
所
へ
行
け
な
い
方

は
、
そ
の
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

が
不
在
者
投
票
施
設
に
指
定
さ
れ
て

い
れ
ば
、
そ
こ
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
病
院
ま
た
は
施
設
の
事

務
所
な
ど
に
、
投
票
し
た
い
旨
の
申

し
出
を
し
て
く
だ
さ
い

【
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
】
郵
便

等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
う
た
め

に
は
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
が

必
要
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
身
体
障
害

者
手
帳
等
を
添
え
て
泉
南
市
選
挙
管

理
委
員
会
の
委
員
長
に
対
し
て
、
交

付
申
請
を
行
い
、
交
付
を
受
け
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。
郵
便
等
投
票
証
明

書
を
お
持
ち
の
方
は
、
投
票
日
の
４

日
前
（
4
月
8
日
㈬
）
ま
で
に
、
郵

便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
用
紙
等
請

求
書
（
本
人
の
自
書
に
よ
る
署
名
が

必
要
）
に
郵
便
等
投
票
証
明
書
を
添

え
て
、
泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま

で
投
票
用
紙
等
の
交
付
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い

▼
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で
、
手
帳
に
左
記
が
記
載
さ
れ
て
い

る
方

①
両
下
肢
、
体
幹
の
障
が
い
ま
た
は

移
動
機
能
の
障
が
い
の
程
度
が
、
１

級
ま
た
は
２
級

②
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う

こ
う
、
直
腸
、
小
腸
の
障
が
い
の
程

度
が
、
１
級
ま
た
は
３
級

③
免
疫
、肝
臓
の
障
が
い
の
程
度
が
、

１
級
か
ら
３
級

▼
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

で
、
手
帳
に
左
記
が
記
載
さ
れ
て
い

る
方

①
両
下
肢
、
体
幹
の
障
が
い
の
程
度

が
、
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症

②
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ

う
、
直
腸
、
小
腸
、
肝
臓
の
障
が
い
の

程
度
が
、
特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症

▼
介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護

状
態
区
分
が
要
介
護
５
と
、
記
載
さ

れ
て
い
る
方

〈
注
意
〉
手
帳
の
記
載
だ
け
で
は
障

が
い
の
程
度
が
は
っ
き
り
分
か
ら
な

い
時
は
、
障
害
福
祉
課
か
ら
上
記
の

障
が
い
の
程
度
に
該
当
す
る
旨

の
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い

【
手
話
通
訳
者
の
派
遣
】
聴
覚
障

が
い
者
の
方
々
に
は
、
投
票
日

当
日
に
手
話
通
訳
者
を
市
役
所

に
配
置
し
て
い
ま
す
。
必
要
な

方
は
、
事
前
（
当
日
可
）
に
泉

南
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
投
票
所

（
予
約
の
時
間
帯
）
に
派
遣
し
ま

す【点
字
版
ま
た
は
朗
読
テ
ー
プ
に

よ
る
「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」】
市

内
の
視
覚
障
が
い
者
の
方
々
に

対
し
、
候
補
者
の
情
報
を
提
供

す
る
た
め
、
点
字
版
ま
た
は
朗

読
テ
ー
プ
に
よ
る
「
選
挙
の
お

知
ら
せ
」
の
ど
ち
ら
か
を
郵
送

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ご

希
望
の
方
は
、
電
話
で
大
阪

府
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
06
・

６
９
４
１
・
０
３
５
１
）
へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
（
今
ま
で
国
政

選
挙
等
で
希
望
さ
れ
て
い
る
方

に
は
今
回
も
郵
送
し
ま
す
）

【
投
票
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
】

投
票
所
は
市
内
24
か
所
に
あ
り

ま
す
が
、
お
届
け
す
る
入
場
整

理
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票

所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
（
ほ

か
の
投
票
所
で
は
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
）

【
問
合
せ
】
泉
南
市
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

                 （
☎
483
・
８
１
１
１
）

【投票のできる方】●平成 7 年 4 月 13 日までに生まれた方
●平成 27 年 1 月 2 日までに転入の届け出をし、引き続き泉南
市の住民基本台帳に記載されている方（最近住所を移転された
方は、投票の場所等が変わったり、投票できなかったりする場
合があります。お間違いのないように下表をよくご覧ください。）

【入場整理券】選挙人の方には、投票日前日までに封書で入場
整理券を郵送します。その入場整理券に記載されている投票所
で投票してください

届出の別 届出の日

投票場所・投票の可否

他府県から
転入された方

府内の他の
市町村から
転入された方
他府県へ
転出された方

府内の他の
市町村へ
転出された方

泉南市内で
転居届をされた方

H27.1.2 以前
H27.１.3 以後
H27.1.2 以前
H27.１.3 以後

全期間

H27.1.2 以前に
新住所地に
転入届
H27.1.3 以後
に新住所地に
転入届
投票所入場整理券に記載の
投票所（または期日前投票所）
で投票してください。

○
○

○

※2

○

※1

※1

※1  投票する際に市町村長が発行する「引き続き
大阪府内に住所を有する旨の 証明書」が必要
※2  大阪府議会議員選挙の投票

転
入
届
を
さ
れ
た
方

転
出
届
を
さ
れ
た
方

新
住
所
地

で
投
票

前
住
所
地

で
投
票

投
票

で
き
な
い

さあ投票、選挙の主役はあなたです！

大阪府議会
挙選員議

4月12日㈰
午前7時～午後8時まで

投票日
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手
話
通
訳
者
養
成
講
座 

【
と
き
】
６
月
2
日
～
平
成
28
年
３

月
1
日
、
毎
月
第
１
火
曜
日
の
午
後

７
時
～
９
時 

【
と
こ
ろ
】
泉
南
市
役
所

【
対
象
】
通
訳
登
録
を
目
指
す
方
で

判
定
試
験
を
合
格
さ
れ
た
方

【
費
用
】
無
料 

【
判
定
試
験
】
４
月
8
日
㈬
午
後
３

時
～
８
時
の
間
で
15
分
程
度

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
障
害
福
祉

課
設
置
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
障
害
福
祉
課
（
☎
483
・

８
２
５
２
）
へ
。
3
月
27
日
㈮
必
着

大
阪
府
手
話
通
訳
者

養
成
講
座
（
初
級
）

【
と
き
】
５
月
18
日
～
平
成
28
年
３

月
14
日
の
毎
週
月
曜
日
、
午
後
2
時

30
分
～
4
時
30
分

【
と
こ
ろ
】
高
石
市
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー

ン
複
合
セ
ン
タ
ー
（
障
が
い
者
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
）、
そ
の
他
６
会
場
有

り

【
対
象
】
府
内
在
住
・
在
勤
の
方
で

日
常
会
話
程
度
の
手
話
が
で
き
、
通

訳
登
録
を
め
ざ
す
方

【
定
員
】
30
名
（
判
定
試
験
合
格
者
） 

【
費
用
】
テ
キ
ス
ト
代
実
費

【
申
込
み
サ
イ
ト
】

https://w
w

w
.pref.osaka.jp/

「
手
話
通
訳
者
」
で
検
索

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
３
月
2
日
㈪

～
４
月
3
日
㈮
の
期
間
に
、
申
込

み
サ
イ
ト
か
ら
、
ま
た
は
障
害
福

祉
課
で
配
布
す
る
申
込
書
を
郵
送

で
〒
５
４
０
・
８
５
７
０
（
住
所
不

要
）
府
民
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー
「
手

話
通
訳
者
養
成
講
座
」
係
（
☎
06
・

６
９
１
０
・
８
０
０
１
）
へ
。

4
月
3
日
㈮
締
切

高
齢
者
太
極
拳
教
室

～
体
内
か
ら
若
返
り
健
康
に
～

【
と
き
】
4
月
6
日
～
6
月
1
日
の

毎
週
月
曜
日
全
8
回
午
前
10
時
～
11

時
30
分

【
と
こ
ろ
】
あ
い
ぴ
あ
泉
南
1
階
日

常
生
活
訓
練
室

【
対
象
】
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

方

【
講
師
】
日
本
武
術
太
極
拳
連
盟
公

認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

【
定
員
】
15
名

【
参
加
費
】
無
料

【
そ
の
他
】
動
き
や
す
い
服
装
・
靴

で
お
越
し
く
だ
さ
い

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
往
復
ハ
ガ
キ

に
住
所
、氏
名
（
ふ
り
が
な
）、年
齢
、

電
話
番
号
（
持
っ
て
い
る
方
は
携
帯

番
号
も
）、
返
信
用
宛
名
を
明
記
の

上
、
〒
5
9
0

-

・
0
5
2
1
泉
南

市
樽
井
1
・
8
・
47
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー 

あ
い
ぴ
あ
泉
南
「
高
齢
者
太

極
拳
教
室
」
係
（
☎
485
・
0
7
0
7

／
FAX

・
・
・
・
・

485
・
0
9
0
9
）
へ
。
3
月

20
日
㈮
締
切
（
当
日
消
印
有
効
）　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
案
に
関
す
る
意
見
を
募
集 

　

本
市
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
を

取
り
巻
く
現
状
や
課
題
を
踏
ま
え
、

今
後
の
5
か
年
の
基
本
指
針
と
し

て
、「
泉
南
市
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
の
素
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【
募
集
期
間
】
２
月
23
日
㈪
～
３
月

24
日
㈫ 

【
閲
覧
方
法
】
保
育
子
育
て
支
援
課

窓
口
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト 

【
そ
の
他
】
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・

ご
感
想
は
、
３
月
末
ご
ろ
に
保
育
子

育
て
支
援
課
窓
口
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
公
表

す
る
予
定
で
す
。
な
お
、
個
別
の
回

答
は
行
い
ま
せ
ん 

【
提
出
・
問
合
せ
】
持
参
か
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
意
見
（
様
式
自
由
）
を

明
記
の
上
、
〒
５
９
０
・
０
５
９
２

（
住
所
不
要
）
保
育
子
育
て
支
援

課
（
☎
483
・
3
4
7
1
／
FAX

　

483
・

7
6
6
7
／e-m

ail:jidou
-f@

city.sennan.lg.jp

）
へ
。

３
月
24
日
㈫
必
着

2
●
福
祉 3

【とき】4 月 3 日㈮午前 9 時 30 分（集合）～午後 3 時 30 分（前日・当日

雨天の場合は 7 日㈫に延期）

【集合場所】JR 阪和線・日根野駅

【コース】日根野駅～大阪体育大学前～雨
あめやまとざんぐち

山登山口～雨
あめやまちょうじょう

山頂上～永
えいらく

楽ダム～

大阪体育大学前～日根野駅（約 14 ｋｍ、健脚向け）

【対象】市内在住の 60 歳以上で完歩可能な方

【定員】30 名（申込順）

【参加費】無料（交通費は各自負担）

【その他】昼食、水筒は各自用意。履きなれた靴

でご参加ください

【申込み・問合せ】3 月 11 日㈬（土日祝日は除く）

から印鑑を持参の上、泉南市社会福祉協議会

（あいぴあ泉南内／☎ 482-1027）窓口へ

 ハイキング参加者募集

「雨山と永楽ダムを歩く」
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

障
害
理
解
・
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト

み
ん
な
の
カ
フ
ェ 
　　

「
障
害
を
理
解
す
る
た
め
に
︙
」、

地
域
で
生
活
す
る
障
害
を
持
つ
方
々

と
交
流
し
ま
せ
ん
か
？
音
楽
演
奏
な

ど
楽
し
い
企
画
で
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
と
き
】
３
月
14
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
3
時
30
分  

【
と
こ
ろ
】
あ
い
ぴ
あ
泉
南  

【
内
容
】
音
楽
演
奏
と
障
害
当
事
者

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
公
演
、
福
祉
施
設

等
の
展
示
な
ど 

【
講
師
】
い
る
か
バ
ン
ド
（
音
楽
好

き
の
重
い
障
害
を
持
っ
た
方
と
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
生
き
る
喜
び
を
伝
え
る

バ
ン
ド
）

【
主
催
】
泉
南
市
自
立
支
援
協
議
会 

【
問
合
せ
】
障
害
福
祉
課

（
☎
483
・
８
２
５
２
）

大
阪
府
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

【
と
き
】
５
月
10
日
㈰
、
16
日
㈯
、

17
日
㈰
、
23
日
㈯
、
24
日
㈰

【
と
こ
ろ
】
万
博
記
念
競
技
場
ほ
か

【
対
象
】
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者

手
帳
、
な
ら
び
に
療
育
手
帳
を
お
持

ち
の
方
で
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在

で
満
13
歳
以
上
の
方 

【
競
技
種
目
】
陸
上
競
技
、
水
泳
、

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
卓
球
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
（
知
的
障
が
い
者
の
み
）、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
身
体
障
が
い
者
の

み
）、
障
が
い
に
よ
り
種
目
が
限
定

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す 

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
直
接
、
障
害
福

祉
課
窓
口
（
☎
483
・
８
２
５
２
）
へ
。

３
月
16
日
㈪
締
切

府
内
主
要
建
物

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

平
成
19
年
12
月
、
国
連
総
会
に
お

い
て
４
月
２
日
を
「
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
」
と
す
る
決
議
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、厚
生
労
働
省
で
は
、

こ
の
日
か
ら
８
日
ま
で
を
「
発
達
障

害
啓
発
週
間
」
と
位
置
付
け
、
自
閉

症
を
は
じ
め
と
す
る
発
達
障
が
い
へ

の
理
解
促
進
の
た
め
の
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
府
で
は
、
よ

り
多
く
の
方
々
が
自
閉
症
を
は
じ
め

と
す
る
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
、
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ

り
、
府
内
主
要
建
物
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。 

【
と
き
】
４
月
２
日
㈭
日
没
（
午
後

６
時
30
分
ご
ろ
）
～
午
後
11
時

【
と
こ
ろ
】
大
阪
城
天
守
閣
、
通
天

閣 【
問
合
せ
】
府
民
お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー

（
☎
06
・
６
９
１
０
・
８
０
０
１
）

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
事
業
を
拡
充

　

子
ど
も
の
保
健
の
向
上
お
よ
び
子

育
て
家
庭
の
支
援
の
た
め
、
4
月
1

日
か
ら
通
院
に
係
る
医
療
費
の
一
部

負
担
金
助
成
対
象
範
囲
を
拡
大
し
ま

す
。

【
対
象
】
0
歳
～
小
学
4
年
生
ま
で

の
子
ど
も
（
平
成
17
年
4
月
2
日
生

ま
れ
以
降
）

　

な
お
、
障
害
者
医
療
、
ひ
と
り
親

家
庭
医
療
、
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ

て
い
る
子
ど
も
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん【医
療
証
交
付
方
法
】

①
平
成
17
年
4
月
2
日
～
平
成
20
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
子
ど
も

　

す
で
に
申
請
さ
れ
た
方
に
は
3
月

下
旬
に
医
療
証
を
郵
送
し
ま
す
。
申

請
が
ま
だ
の
方
は
、
お
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い

②
平
成
20
年
4
月
2
日
生
ま
れ
以
降

の
子
ど
も

　

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
3

月
下
旬
に
新
医
療
証
を
郵
送
し
ま
す

【
問
合
せ
】
生
活
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
3
4
7
4
）     

４
月
か
ら
介
護
用
品
支
給
事
業
が

変
わ
り
ま
す

　

介
護
用
品
支
給
事
業
と
は
、
在
宅

で
要
介
護
状
態
に
あ
る
高
齢
者
に
対

し
、
介
護
す
る
家
族
の
精
神
的
、
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
介

護
用
品
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
次
の
①
お
よ
び
②
の
要
件

を
満
た
す
方

①
本
市
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
世

帯
分
離
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
同
居

し
て
い
る
家
族
全
員
が
市
民
税
非
課

税
の
方

②
要
介
護
状
態
が
要
介
護
3
か
ら
要

介
護
5
ま
で
の
認
定
を
受
け
、
在
宅

で
常
時
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方

▽
医
療
機
関
へ
の
入
院
、
介
護
保
険

法
に
基
づ
く
施
設
に
居
住
し
て
い
る

人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

【
介
護
用
品
】
❶
紙
お
む
つ
❷
尿
取

り
パ
ッ
ト
❸
清せ

い
し
き
ざ
い

拭
剤
❹
市
指
定
可

燃
ご
み
袋

【
受
給
方
法
】
１
か
月
あ
た
り
所
定

の
金
額
の
介
護
用
品
が
購
入
で
き
る

給
付
券
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
市
内

に
店
舗
を
有
す
る
指
定
の
事
業
者
で

給
付
券
と
引
き
換
え
に
介
護
用
品
が

支
給
さ
れ
ま
す

【
申
込
み
】
介
護
保
険
証
、
印
鑑
を

持
参
の
上
、
長
寿
社
会
推
進
課
へ

●
介
護
用
品
取
扱
事
業
者
の
登
録

　

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
介
護
用
品
支
給
券
取
扱
店
を

登
録
制
と
し
ま
す
。
登
録
を
す
る
場

合
は
、「
介
護
用
品
取
扱
指
定
事
業

者
登
録
申
請
書
」
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
対
象
】
市
内
に
店
舗
を
有
し
、
紙

お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ト
、
清
拭
剤

お
よ
び
市
指
定
可
燃
ご
み
袋
を
取

り
扱
っ
て
い
る
事
業
者

【
申
込
み
】「
介
護
用
品
取
扱
指
定
事

業
者
登
録
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
長
寿
社
会
推
進
課
へ
。
申

請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
福
祉
・
健
康
→
介
護
保
険

【
問
合
せ
】
長
寿
社
会
推
進
課
高
齢

福
祉
係　
　
　
（
☎
483
・
８
２
５
3
）

　1 月 26 日、大阪ガス小さな 灯
ともしび

運動南部支
部さまから、長寿社会推進課
に DVD デュプリケーターを
ご寄贈いただきました。
　ご芳志に対し、紙上より厚
くお礼申し上げます。

【問合せ】長寿社会推進課
　　　　　　　（☎ 483-8254）

　　　ご寄贈いただきありがとうございました
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３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

　

自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複

雑
に
関
係
し
て
、
そ
の
多
く
が
追
い

込
ま
れ
た
末
の
死
で
あ
り
、
防
ぐ
こ

と
の
で
き
る
社
会
的
な
問
題
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま

す
。
一
人
で

悩
ま
ず
、
専

門
の
相
談
機

関
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

身
近
な
方
の

悩
み
に
気
づ

い
た
ら
、温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、

悩
み
に
耳
を
傾
け
、
専
門
家
へ
の
相

談
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
機

関
の
情
報
に
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す
。

【
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ

イ
ヤ
ル
】
3
月
1
日
㈰
午
前
9

時
30
分
～
31
日
㈫
午
後
5
時

ま
で
24
時
間
体
制
で
受
付
（
☎

０
５
７
０
・
０
６
４
・
５
５
６
）

【
こ
こ
ろ
に
不
安
を
感
じ
た
ら
】

▼
大
阪
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン

タ
ー
（
平
日
午
前
9
時
30
分
～
午
後

5
時
）

　
（
☎
06
・
６
６
０
７
・
８
８
１
４
）

▼
最
寄
り
の
大
阪
府
の
保
健
所
の
精

神
保
健
福
祉
相
談
（
平
日
午
前
9
時

～
午
後
5
時
45
分
）

【
電
話
相
談
】
▼
関
西
い
の
ち
の
電

話
（
24
時
間
365
日
）

（
☎
06
・
６
３
０
９
・
１
１
２
１
）

▼
大
阪
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
（
金
曜

日
午
後
１
時
～
日
曜
日
午
後
10
時
）

（
☎
06
・
６
２
６
０
・
４
３
４
３
）

▼
こ
こ
ろ
の
救
急
箱
（
月
曜
日
午
後

８
時
～
火
曜
日
午
前
３
時
）

（
☎
06
・
６
９
４
２
・
９
０
９
０
）

▼
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
：
自
殺
予
防
い

の
ち
の
電
話
（
毎
月
10
日
の
み
／
午

前
８
時
～
翌
日
午
前
８
時
の
24
時

間
）（☎

０
１
２
０
・
７
３
８
・
５
５
６
）

【
借
金
の
返
済
】
大
阪
府
債
務
整
理

サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
（
平
日
午
前
9
時

30
分
～
午
後
6
時
）

　
（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
１
２
）

【
自
死
遺
族
相
談
（
予
約
制
）】
専
門

相
談
員
が
、
ご
遺
族
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。
お
電
話
の
際
に
「
自
死
遺
族

相
談
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い

【
予
約
・
問
合
せ
】
大
阪
府
こ
こ
ろ

の
健
康
総
合
セ
ン
タ
ー

（
☎
06
・
６
６
９
１
・
２
８
１
１
／
平

日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
45
分
）

●
健
康

とき ところ 対象 内容・その他

健康
相談

毎 月 第1 ～ 4
金曜日
13 時 30 分～
1 4時 3 0分 保健

センター
40 歳
以上の
市民

ご自分の健康に疑問や不安
がありましたら、いつでも
お気軽にご相談ください。
ただし、医師への相談は予
約が必要です。

栄養
相談

毎月第１～３
金曜日
13 時～
1 4時 3 0分

栄養士が個人のライフス
テージに応じた栄養に関す
る相談に乗ります。ただし、
事前に予約が必要です。

こころの
健康相談

随時受付。
電話予約要。

泉佐野保健所
（☎ 462-4600）

アルコール依存症・認知症
も含みます。無料。

医療に関
する相談

月～金曜日　
9 時～
1 5時 4 5分

泉佐野保健所
（☎ 462-7701）

医療に関する相談・苦情・利
用のアドバイスなど。無料。

肝炎ウイ
ルス検査

第 1 水曜日
9 時 3 0分 ～
10 時

泉佐野保健所
（☎ 462-7703） 事前予約が必要です。

HIV 即日
検査

第 1・3 月曜日
13 時～ 14 時

泉佐野保健所
（☎ 462-7703） 匿名可。無料。

風しん
抗体検査

第 1・3 月曜日
10 時～ 11 時

泉佐野保健所
（☎ 462-7703） 事前予約が必要です。無料。

献血

3 月 3 日 ㈫ 、
　     20 日㈮
10 時～ 12 時    
13 時～
1 6時 3 0分

イオンモ
ールりん
くう泉南

大阪府内の当日と翌日の献血場所は
フリーダイヤル 0120-524-133 でご
案内しています。
問合せは泉南市献血推進協議会

（☎ 482-7615）

        こころの健康相談＆消費生活相談

～ひとりで悩まないで～

　ストレスがいっぱいの世の中、あなた

のこころの健康は大丈夫ですか？ご家族

やまわりの方の相談でも結構です。無料

で相談をお受けします。相談内容の秘密

は厳守します。お気軽に相談ください。

【とき】3 月 20 日㈮午後 2 時～ 4 時

【ところ】保健センター 2 階大会議室

【内容】こころの健康相談、消費生活相談、からだの健康相談

（精神保健相談員、消費生活相談員、医師が対応）

【申込み・問合せ】保健センター

（ ☎ 482-7615 ／ FAX485-

1621）

不眠が続くことないですか？

▽疲れているのに眠れない日が 2 週間以上

続いている

▽食欲がなく体重が減っている

▽だるくて意欲がわかない

▽原因不明の体調不良が続く

　これは「うつ病」の症状かもしれません。

　睡眠と食欲という生きていく基本がそこな

われると、体調がどんどん悪くなり、気力や

がんばりで克服するのは困難です。専門の医

療機関に相談してください。
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
体
験
会

　

老
若
男
女
が
安
全
に
楽
に
歩
け
て

楽
し
い
、
新
し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス

タ
イ
ル
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー

ク
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
と
き
】
3
月
29
日
㈰
午
後
1
時
～

3
時

【
と
こ
ろ
】
せ
ん
な
ん
わ
く
わ
く
広

場
（
雨
天
の
場
合
は
市
立
体
育
館
第

二
競
技
場
）

【
内
容
】
泉
南
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ

ォ
ー
ク
わ
く
わ
く
会
・
全
日
本
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
連
盟
公
認
指

導
員
に
よ
る
実
践
指
導

【
参
加
費
】
500
円
（
レ
ン
タ
ル
ポ
ー

ル
含
む
）

【
持
ち
物
】
帽
子
、タ
オ
ル
、飲
み
物
、

運
動
で
き
る
服
装
（
雨
天
の
場
合
は

上
履
き
が
必
要
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
事
前
電
話
予

約
が
必
要
。
わ
く
わ
く
会
事
務
局
（
☎

０
9
０
・
7
7
5
4
・
0
5
1
6
太た

い
さ佐
、

０
9
０
・
9
8
8
4
・
1
9
3
4
荒あ
ら
ち地）

案
内
チ
ラ
シ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口

に
設
置

★
問
合
せ　

保
険
年
金
課

（
☎
483
・
３
４
３
１
）

国
民
健
康
保
険
の

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

　

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
が
遅
れ

る
と
、
次
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
ま

す
。
下
表
の
場
合
は
、
必
ず
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
よ
り
退
職
者
医
療
制

度
の
廃
止
に
伴
い
、
退
職
被
保
険
者

の
新
規
加
入
は
な
く
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
す
で
に
退
職
被
保
険
者
と
し

て
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、
退
職
被
保
険
者
要
件
に
該
当
し

な
く
な
る
ま
で
は
そ
の
ま
ま
退
職
被

保
険
者
と
し
て
継
続
さ
れ
ま
す
。

【
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
】
医

療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
。保
険
税
は
資
格
が
で
き
た
月（
退

職
し
た
月
な
ど
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す 

【
脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
】
資
格

喪
失
後
、
国
保
の
保
険
証
を
使
っ
て

診
療
を
受
け
た
場
合
、
国
保
負
担
分

の
医
療
費
を
返
還
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
加
入
し
た
会
社
の
健

康
保
険
と
国
保
の
両
方
に
保
険
料
を

納
め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
福
祉
・
健
康
→
医
療

健
康
保
険
の
任
意
継
続
制
度

　

一
定
期
間
勤
め
て
い
た
会
社
を
退

職
し
た
場
合
（
継
続
し
て
２
か
月
以

上
の
被
保
険
者
資
格
が
必
要
）、
そ

れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
健
康
保
険
を

退
職
の
翌
日
か
ら
２
年
間
継
続
で
き

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。退
職
時
に
は
、

国
民
健
康
保
険
と
任
意
継
続
制
度
の

ど
ち
ら
の
保
険
が
有
利
か
よ
く
調
べ

て
決
め
ま
し
ょ
う
。

　

任
意
継
続
制
度
は
、
退
職
か
ら
20

日
以
内
に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
ど
、
健
康
保
険
の
種
類
に
よ
っ
て

取
り
決
め
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
事
務
所

に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
税
額
の
試
算
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
前
年
度
所
得
が

わ
か
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
等
）
を

準
備
し
て
、
保
険
年
金
課
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

国
保
加
入
の70
歳
に
な
ら
れ
る
方
へ

   

70
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
方

は
、誕
生
日
の
翌
月
の
１
日
か
ら（
１

日
生
ま
れ
の
方
は
誕
生
月
か
ら
）、

高
齢
受
給
者
と
し
て
診
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
誕
生
月
（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
、
誕
生
日
の
前
月
）

の
下
旬
に
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
被
保
険
者
証
と
合
わ
せ

て
病
院
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
４
月
よ
り
、
高

齢
受
給
者
の
負
担
割
合
が
現
行
の
法

の
と
お
り
２
割
と
な
っ
て
い
ま
す

（
昭
和
19
年
４
月
２
日
以
降
が
誕
生

日
の
方
）。
昭
和
19
年
４
月
１
日
以

前
が
誕
生
日
の
方
は
、
所
得
に
応
じ

て
負
担
割
合
が
１
割
の
ま
ま
据
え
置

か
れ
ま
す
（
現
在
高
齢
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
も
、
負
担
割
合
は
据
え

置
か
れ
ま
す
）。

　　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

●
健
康
保
険

こんなときは必ず14日以内に届け出を

こんなとき 届け出に必要なもの
泉南市に転入してきたとき 転出証明書、印鑑
他の健康保険の資格がなく
なったとき

健康保険の資格喪失証
明書、印鑑

子どもが生まれたとき 保険証、母子手帳、印鑑

生活保護を受けなくなった
とき

生活保護廃止決定通知
書、印鑑

他の市町村に転出するとき 保険証、印鑑

被保険者が亡くなったとき 保険証、印鑑
生活保護を受けるようにな
ったとき

保険証、保護開始決定
通知書、印鑑

世帯を合併・分離したとき 保険証、印鑑

修学のため市外に住むとき 保険証、在学証明書、
印鑑

仕事などで長期間市内を離
れるとき

保険証、印鑑

長期の入院や児童福祉施設
等に入所のため住所を他の
市町村に移すとき

保険証、入所証明書、
印鑑

保険証をなくしたり、汚し
たりしたとき

身分証明書、印鑑

住所、氏名、世帯主などが
かわったとき

保険証、印鑑

他の健康保険に加入した
とき

保険証、新しく加入し
た健康保険証（未交付
の場合は健康保険資格
取得証明書）、印鑑

外国籍の
方が加入
するとき

泉南市にきたとき
他の健康保険の資格
がなくなったとき

外国人登録証等、パスポート
外国人登録証等、健康保
険の資格喪失証明書

国
保
に
加
入
す
る
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

そ

　
　
の

　
　
他
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海
外
で
治
療
を
受
け
た
と
き
は

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
の
方
が
、
海
外
で
病

気
や
ケ
ガ
に
よ
り
治
療
を
受
け
、
費

用
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
帰
国
後
、

必
要
書
類
を
提
出
し
、
認
め
ら
れ
る

と
海
外
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
治
療

目
的
の
海
外

渡
航
は
対
象

と
な
り
ま
せ

ん
。（
医
療

機
関
へ
の
支

払
日
の
翌
日

か
ら
２
年
を

経
過
す
る
と

申
請
は
で
き

ま
せ
ん
。）

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
保
険
証
、

診
療
内
容
明
細
書
、
領
収
書
、
領
収

明
細
書
、
世
帯
主
の
印
鑑
、
世
帯
主

の
口
座
番
号
等
（
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
場
合
は
本
人
の
印
鑑
、
口
座

番
号
等
）
が
わ
か
る
も
の
、
パ
ス
ポ

ー
ト
。
な
お
、
外
国
語
で
記
載
さ
れ

た
診
療
内
容
明
細
書
や
領
収
書
、
領

収
明
細
書
は
日
本
語
の
翻
訳
文
等

（
翻
訳
者
の
住
所
、
氏
名
、
押
印
が

あ
る
も
の
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
福
祉
・
健
康
→
医
療

【
問
合
せ
】
保
険
年
金
課

国
保
担
当　
　
（
☎
483
・
３
４
３
１
）

後
期
高
齢
者
医
療
担
当

（
☎
483
・
３
４
５
５
）

特
定
健
康
診
査
は

も
う
受
診
さ
れ
ま
し
た
か

      

泉
南
市
国
民
健
康
保
険
加
入
の
40

歳
～
74
歳
の
方
を
対
象
に
、
特
定
健

康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
健
診
は
、高
血
圧
や
心
臓
病
、

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
発
症

に
深
く
関
係
し
て
い
る
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）
と
そ
の
予
備
群
の
方
を
早
期
に

発
見
し
、
健
診
結
果
に
合
わ
せ
た
効

果
的
な
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
症
状
の
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度

の
特
定
健
康
診
査
の
実
施
期
間
は
、

3
月
31
日
㈫
ま
で
で
す
。
ま
だ
受
診

し
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
保
険
年
金
課

                   

（
☎
483
・
3
4
3
3
）

20
歳
が
ス
タ
ー
ト
！
国
民
年
金

　

20
歳
を
迎
え
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

権
利
・
義
務
が
発
生
し
ま
す
。
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ
の
ひ
と

つ
で
す
。 

　

国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
す
べ
て
の
方
が
加
入
し
、
老
後

の
所
得
保
障
だ
け
で
な
く
、
障
が
い

や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
故
な
ど

に
よ
り
、
私
た
ち
の
生
活
の
安
定
が

損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
み

ん
な
で
前
も
っ
て
保
険
料
を
出
し
合

い
お
互
い
を
支
え
あ
う
制
度
で
す
。 

　

加
入
の
手
続
き
も
れ
や
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
年
金
を
受
け
取

れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
国
民
年
金
の
加
入
の
手
続
き
を
と

り
ま
し
ょ
う
。（
20
歳
前
に
就
職
し

て
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
方
は
第
2
号
被
保
険

者
、
第
２
号

被
保
険
者
に

扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者

の
方
は
第
3

号
被
保
険
者

と
な
り
ま
す

の
で
加
入
手

続
き
は
不
要

で
す
）

　

な
お
、
学
生
の
方
や
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
方
に
は
、
学
生
納
付
特

例
や
若
年
者
納
付
猶
予
な
ど
保
険
料

の
支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
、
保
険
年
金
課
で
国
民
年

金
の
加
入
の
手
続
き
と
併
せ
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
せ
】
保
険
年
金
課
国
民
年
金

担
当　
　
　
　
（
☎
483
・
７
７
９
２
）

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
・
閲
覧

①
縦
覧
制
度

　

納
税
者
が
ほ
か
の
所
有
者
の
土
地

や
家
屋
と
比
較
し
て
、
価
格
（
評
価

額
）
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
に
、
土
地
お
よ
び
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
に
供
す
る

制
度
で
す
。
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

に
は
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

価
格
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
に
は
、
所
在
、
家
屋

番
号
、
建
築
年
、
種
類
、
構
造
、
床

面
積
、
価
格
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

【
縦
覧
期
間
】
４
月
１
日
㈬
～
６
月

２
日
㈫
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30

分
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

【
縦
覧
場
所
】
税
務
課

【
対
象
】
本
市
固
定
資
産
税
の
納
税

者
お
よ
び
同
居
親
族
の
方

【
そ
の
他
】
▽
印
鑑
（
認
印
）
が
必

要
▽
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
▽
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
は
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
が
必
要

②
閲
覧
制
度

　

納
税
義
務
者
が
名
寄
帳
を
閲
覧
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
固
定

資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
に
つ
い
て

は
、
納
税
義
務
者
の
ほ
か
、
借
地
・

借
家
人
の
方
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
閲
覧
期
間
】
４
月
１
日
㈬
以
降
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
土
日

祝
日
は
除
く
）

【
閲
覧
場
所
】
税
務
課

【
対
象
】
▽
所
有
者
本
人
お
よ
び
同

居
親
族
の
方
▽
借
地
・
借
家
人
の
方

（
確
認
の
た
め
賃
貸
借
契
約
書
等
の

書
類
が
必
要
）

【
そ
の
他
】
▽
印
鑑
（
認
印
）
が
必

要
▽
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必

要
▽
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
は
本
人

確
認
が
で
き
る
も
の
が
必
要

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
暮
ら
し
・
環
境
→
税
金

【
問
合
せ
】
税
務
課
課
税
係
固
定
資

産
税
担
当　
　
（
☎
483
・
９
０
３
２
）

●
税
金

●
国
民
年
金

●
健
康
保
険
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バ
イ
ク
・
軽
四
輪
等
の
廃
車
は

3
月31
日
㈫
ま
で
に　

　

バ
イ
ク
や
軽
四
輪
等
の
税
金
は
、

４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
１
年
分

全
額
課
税
さ
れ
ま
す
。
年
度
途
中
に

廃
車
さ
れ
て
も
還
付
で
き
ま
せ
ん
。 

所
有
し
な
い
バ
イ
ク
等
は
廃
車
手
続

き
を
、
所
有
者
や
住
所
が
変
わ
っ
た

場
合
は
変
更
手
続
き
を
３
月
31
日
㈫

ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。 

　

手
続
き
携
行
品
、
受
付
場
所
は
次

の
と
お
り
。
市
役
所
以
外
で
の
手
続

き
に
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
各

機
関
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

①
原
動
機
付
自
転
車
（
50

　

cc
以
下
、

90
　

cc
以
下
、
125
　

cc
以
下
）、
小
型
特

殊（
農
耕
用
、フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
等
）、

ミ
ニ
カ
ー 

【
受
付
場
所
】
税
務
課

【
必
要
な
も
の
】
▽
廃
車
・
転
出
は

申
告
済
証
（
販
売
証
明
書
）、
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
所
有
者
お
よ
び
届

け
出
者
の
印
鑑 

▽
名
義
変
更
は
申

告
済
証
（
販
売
証
明
書
）、
新
・
旧

所
有
者
の
印
鑑
お
よ
び
届
け
出
者
の

印
鑑 

▽
住
所
変
更
は
申
告
済
証
（
販

売
証
明
書
）、
所
有
者
お
よ
び
届
け

出
者
の
印
鑑 

②
軽
四
輪
乗
用
、
軽
四
輪
貨
物
、
軽

三
輪 

【
受
付
場
所
】
軽
自
動
車
検
査
協
会

（
堺
市
西
区
山
田
2
・
190
・
3
／

☎
０
５
０
・
3
8
1
6
・
1
8
4
2
） 

③
軽
二
輪
（
125

　

cc
超
）、
二
輪
小
型

（
250

　

cc
超
） 

【
受
付
場
所
】
大
阪
運
輸
支
局
和
泉

自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

（
和
泉
市
上
代
町
官
有
地
／

☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
６
０
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
暮
ら
し
・
環
境
→
税
金

【
問
合
せ
】
税
務
課
課
税
係
市
民
税

担
当　
　
　
　
（
☎
483
・
９
０
３
１
）

所得税及び復興特別所得税・贈与税の確定申告
　平成 26 年分の所得税及び復興特別所得税・贈与税の確定申告
および納税期限は、3 月 16 日㈪です。

（注）所得税及び復興特別所得税の振替納税をご利用の方（振替
日は 4 月 20 日㈪）

消費税及び地方消費税（個人事業者）の確定申告
　平成 26 年分の個人事業者の方の消費税及び地方消費税の確定
申告および納税期限は、3 月 31 日㈫です。

（注）振替納税をご利用の方（振替日は 4 月 23 日㈭）
　税務署などの申告相談会場は、特に所得税及び復興特別所得税
の確定申告期限（3 月 16 日㈪）間近になりますと大変混雑し、
長時間お待ちいただくことがあります。申告書はできるだけご自
身で作成し、早めに提出してください。

泉佐野税務署からのお知らせ
【問合せ】泉佐野税務署（☎ 462-3471）

市・府民税の申告はお済ですか

【申告受付期間】3 月 16 日㈪（土日を除く）まで

【受付時間】午前 9 時～午後 5 時 30 分

【申告が必要な方】▽平成 27 年１月１日現在、泉南市に住所

があり平成 26 年中に収入のあった方（確定申告者、年末調整

済者、扶養親族になっている方を除く）

【注意】▽平成 26 年中に無収入であった方も所得証明や非課

税証明の発行に申告が必要です（申告は郵送でも受付します。

〒 590-0592〈住所不要〉税務課課税係市民税担当まで）

▽医療費の金額等については、あらかじめ計算をお願いします

【申告に必要なもの】詳しくはお問合せください

【関連サイト】市ウェブサイト→暮らし・環境→税金

【問合せ】税務課課税係市民税担当（☎ 483-9031）

泉南市マスコットキャラクター
「泉南熊寺郎」“せんくま”
せんなんくまじろう

申
告
が
お
済
で
な
い
方
は

お
早
め
に
！
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★
問
合
せ　

清
掃
課

（
☎
483
・
５
８
７
５
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
暮
ら
し
・
環
境
→
ご
み

有
価
物
集
団
回
収
報
償
金
交
付
制
度

　

ご
み
の
減
量
化
と
有
効
利
用
を
推

進
し
、
ご
み
問
題
に
対
す
る
市
民
意

識
向
上
に
資
す
る
た
め
、
自
主
的
に

有
価
物
の
集
団
回
収
を
行
う
地
域
住

民
団
体
に
対
し
、
報
償
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。 

【
申
請
受
付
】
３
月
2
日
㈪
～
31
日
㈫

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
有
価
物
集

団
回
収
報
償
金
交
付
申
請
書
、
有
価

物
集
団
回
収
報
償
金
専
用
伝
票
（
市

役
所
提
出
用
お
よ
び
再
生
資
源
集
団

回
収
推
進
協
議
会
提
出
用
）

【
対
象
と
な
る
団
体
】
お
お
む
ね
10
世

帯
以
上
の
市
内
の
自
治
会
、
子
供
会
、

婦
人
会
、
老
人
会
等
の
営
利
を
目
的

と
し
な
い
団
体
で
、
１
年
間
に
４
回

以
上
集
団
回
収
を
実
施
す
る
団
体 

【
対
象
品
目
】
新
聞
、
雑
誌
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
、衣
服
、古
布
、空
き
缶
（
ア

ル
ミ
缶
）、
牛
乳
パ
ッ
ク 

【
交
付
金
額
】
回
収
量
１
㎏
４
円 

【
報
償
金
交
付
ま
で
の
流
れ
】 

①
報

償
金
の
交
付
を
希
望
す
る
団
体
は
、

市
に
有
価
物
集
団
回
収
実
施
団
体
登

録
申
請
書
を
提
出
、
報
償
金
交
付
団

体
と
し
て
の
登
録
を
受
け
、
有
価
物

集
団
回
収
専
用
伝
票
を
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い

②
集
団
回
収
を
実
施
（
年
４
回
以
上

実
施
）

③
有
価
物
集
団
回
収
報
償
金
交
付
申

請
書
に
有
価
物
集
団
回
収
専
用
伝
票

（
市
役
所
用
お
よ
び
再
生
資
源
集
団

回
収
推
進
協
議
会
用
）
を
添
付
し
清

掃
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

時
期
上
半
期
分
（
３
月
～
８
月
分
）

は
９
月
、
下
半
期
分
（
９
月
～
２
月

分
）
は
３
月

④
報
償
金
交
付
（
交
付
請
求
書
の
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
）

⑤
代
表
者
、
会
計
、
口
座
名
等
申
請

内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
す
み

や
か
に
集
団
回
収
変
更
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い

　

各
申
請
書
類
は
清
掃
課
に
備
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

資
源
ご
み
の
分
別
収
集
に
ご
協
力
を

　

資
源
ご
み
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ク
を
確
認
い
た
だ
き
、
正
し
く
分
別

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
商
店
・
飲

食
店
・
工
場
・
区
・
自
治
会
・
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
組
合
・
事
業
所
な
ど
事

業
活
動
に
伴
っ
て
出
る
ご
み
は
、
市

で
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
各
自

で
清
掃
工
場
に
搬
入
す
る
か
一
般
廃

棄
物
許
可
業
者
に
収
集
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
場
合
も
市
の
基
準

に
従
い
分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
紙
製
容
器
包
装
（
ダ
ン
ボ
ー
ル
・

新
聞
・
雑
誌
）

　

ア
ル
ミ
付
き
紙
パ
ッ
ク
、
紙
お
む

つ
、
紙
く
ず
、
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
紙
は

可
燃
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い

●
容
器
包
装
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
は
付
い
て
い

る
が
、
容
器
包
装
品
以
外
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ス
製
品
（
バ
ケ
ツ
、ご
み
箱
、

プ
ラ
ン
タ
ー
、ハ
ン
ガ
ー
な
ど
）
は
、

可
燃
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い　

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　

キ
ャ
ッ
プ
・
ラ
ベ
ル
は
、
容
器
包

装
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
出
し
て
く
だ

さ
い

●
び
ん
・
か
ん

　

一
斗
缶
・
オ
イ
ル
缶
は
不
燃
・
粗

大
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

ス
プ
レ
ー
缶
・
卓
上
コ
ン
ロ
用
ガ
ス

缶
は
、
中
身
を
使
い
切
り
、
火
の
気

の
な
い
風
通
し
の
良
い
屋
外
で
穴
を

開
け
、
中
の
ガ
ス
を
抜
い
て
か
ら
不

燃
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い 

●
古
着

　

洗
濯
し
た
状
態
の
も
の
に
限
り
透

明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ぬ
れ
た
も
の
は
再

利
用
で
き
な
い
た
め
可
燃
ご
み
と
し

て
処
理
さ
れ
ま
す
の
で
、
収
集
日
が

雨
天
の
場
合
は
、
次
回
晴
天
時
の
収

集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い

不
燃
・
粗
大
ご
み
の
出
し
方

　　

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
へ
申
込

み
が
必
要
で
す
。
取
り
扱
い
で
き
な

い
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
引
っ
越
し
や
片
付
け
で
出
る
ご
み

◇
事
業
活
動
に
伴
っ
て
出
る
ご
み

◇
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品 

◇
適
正
処
理
困
難
物 

　

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

ま
た
は
冊
子
「
ご
み
の
分
別
と
出
し

方
」（
保
存
版
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

冊
子
は
清
掃
課
、
環
境
整
備
課
、
市

役
所
受
付
、
市
内
の
各
公
民
館
に
備

え
て
い
ま
す

【
受
付
時
間
】
平
日
午
前
9
時
～
午

後
4
時

【
詳
細
サ
イ
ト
】http://w

w
w

.
city.sennan.osaka.jp/seisou/
bunbetsu/sodai.htm

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
お
お
む
ね
月

2
回
（
2
週
間
に
1
回
）、
5
品
目

以
内
。
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー

（
☎
483
・
1
1
3
2
）
へ

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

●
生
活
・
環
境

紙製容器包装

びん・かん

容器包装廃プラスチック

ペットボトル

泉南市マスコットキャラクター
「泉南熊寺郎」“せんくま”
せんなんくまじろう

ごみは分別して

出してね！ご協

力お願いします
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Ｐ
Ｍ2.5
高
濃
度
予
測
時
の

注
意
喚
起
に
つ
い
て

　

Ｐ
Ｍ
2.5
（
微
小
粒
子
状
物
質
）
と

は
大
気
中
に
浮
遊
す
る
小
さ
な
粒
子

の
う
ち
、
粒
子
の
大
き
さ
が
2.5
マ
イ

ク
ロ
メ
ー
ト
ル
（
100
万
分
の
１
の
単

位
、
花
粉
よ
り
小
さ
い
粒
子
）
以
下

の
非
常
に
小
さ
な
粒
子
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

【
高
濃
度
予
測
時
の
注
意
喚
起
】

　

大
阪
府
で
は
、
Ｐ
Ｍ
2.5
（
微
小
粒

子
状
物
質
）
が
高
濃
度
と
な
る
と

予
測
さ
れ
、
注
意
喚
起
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
、
防
災
情
報
メ
ー
ル

で
発
信
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
メ

ー
ル
配
信
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、

tou
roku

@
osaka-bou

sai.n
et

へ
空
メ
ー
ル
（
本
文
、
件
名
に
書

か
れ
て
い
な
い
メ
ー
ル
）
を
送
信

し
て
く
だ
さ

い
。
携
帯
電

話
で
は
下
記

の
Q
R
コ
ー

ド
で
読
み
と

り
で
き
ま
す
。

　

登
録
を
行
う
際
、「
配
信
条
件
選

択
」
の
画
面
で
、「
お
知
ら
せ
（
府

選
択
市
町
村
か
ら
）」
の
項
目
で
「
希

望
す
る
」
を
選
択
す
る
と
配
信
さ
れ

ま
す
。

　
「
Ｐ
Ｍ
2.5
の
注
意
喚
起
」
や

「
防
災
情
報
メ
ー
ル
の
登
録
の

方
法
」
は
、
府
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.p

ref.o
sak

a.

lg
.jp

/k
an

k
yo

h
o

zen
/taik

i/
taikiosen.htm

l

「
大
阪
府　

微
小

粒
子
状
物
質
P
M
2.5
に
関
す
る
情

報
」）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い

【
注
意
喚
起
時
の
行
動
の
目
安
】

▽
屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い
運
動

や
外
出
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
▽
屋

内
に
お
い
て
も
換
気
や
窓
の
開
閉
に

注
意
す
る
▽
特
に
、
呼
吸
器
系
や
循

環
器
系
の
疾
患
の
あ
る
方
、
小
児
、

高
齢
者
は
体
調
に
応
じ
て
、
よ
り
慎

重
に
行
動
す
る

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
暮
ら
し
・
環
境
→
環
境 

【
問
合
せ
】
環
境
整
備
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
９
８
７
１
）

■市民が育てる条例

　前回は、総合計画について説明しました。今回は、泉南市自

治基本条例の見直しについて説明します。

　泉南市自治基本条例は、「市民が育てる条例」です。

　この条例に掲げている理念や原則は、まちづくりを進めてい

く上での大きな柱なのでそう簡単には変わりませんが、月日がたって地域社会の

状態が変わってしまうと、まちを創る仕組みや制度が徐々に現状と合わなくなっ

てきます。この条例は、そのような状態になることを前もって防ぎ、常に時代に

合った条例でありつづけるために、一定の期間で内容の見直しを行うことにして

います。

　つまり、時代が変わってもこの条例が実効性を持ち続けることができるように

市民が常に見直しに参加すること、このことを条例の中で「市民が条例を将来に

わたって見守り、立派な条例へ育てていく」と表現しています。子どもを温かく

見守るように、みんなでこの条例を育んでいきましょう。　　　　＜おわり＞

【問合せ】政策推進課（☎ 483-0004）

泉南市自治基本条例コラム⑪

■関西国際空港のフライトがますます充実！
　3 月 29 日㈰から韓国のティーウェイ航空（TW）が関西＝ソウル線を週 7 便、3 月 30 日㈪から関西＝大

テ グ

邱線を週 5
便新規就航し、マカオ航空（NX）が関西＝マカオ線を週 4 便から週 7 便のデイリー運航を開始します。さらに、日本航
空（JL）が関西＝ロサンゼルス線を週 7 便就航します。　　　　　　　　　　　【問合せ】空港案内（☎ 455-2500）
■関空展望ホール「Sky View」
　スカイミュージアムでは、関西国際空港や飛行機に関するいろいろなことを楽しく学ぶことができ、巨大な「ター
ミナルビル＆旅客エプロン模型」や、空の仕事を体験できる各種のシミュレーターマシン、迫力満点の 200 イ
ンチ大画面映像シアターなど、さまざまな展示設備が充実。また、スカイデッキでは、頭上をかすめるように
飛行する、航空機の離着陸が間近で楽しむことができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問合せ】関空展望ホール「Sky View」（☎ 455-2082）

関西国際空港情報 No.177
http://www.kansai-airport.or.jp/
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不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
無
料
相
談
会

　

不
動
産
に
関
す
る
こ
と
、
疑
問
な

ど
専
門
家
が
相
談
に
お
答
え
し
ま
す

（
相
談
は
30
分
を
目
安
に
お
願
い
し

ま
す
）。

【
と
き
】
4
月
4
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
4
時

【
と
こ
ろ
】
和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
3

階
学
習
室
4
（
和
泉
市
い
ぶ
き
野

5
・
4
・
7
／
泉
北
高
速
鉄
道
「
和

泉
中
央
」
駅
よ
り
徒
歩
3
分
）

【
申
込
み
】
不
要
（
午
後
3
時
30
分

ま
で
に
直
接
会
場
へ
ご
来
場
く
だ
さ

い
）

【
問
合
せ
】（
公
社
）
大
阪
府
不
動
産

鑑
定
士
協
会
（
☎
06
・
6
2
0
3
・

2
1
0
0
）

　藤まつり・ABC まつりの開催にあわせて大型の参加型イベントを実施します。約 100 名規模の時代行列を行

います。甲
かぶと

・短
たんこう

甲・肩
かた

甲
よろい

といった時代ごとのさまざまな衣装を身につけ、ABC まつりの開催会場である市民体育

館を目指して熊野街道を練り歩きます。皆さまのご参加をお待ちしております。

【とき】4 月 29 日㈷午前 9 時 30 分～午前 11 時ごろ予定（雨天中止）

【コース】信
しんだちじゅくほんじん

達宿本陣～市民体育館（詳細は広報せんなん 4 月号で掲載）

【定員】20 名（先着順）

【その他】衣装は貸し出します（平安装束等）

【主催】時代行列実行委員会

【申込み・問合せ】3 月 11 日㈬～ 31 日㈫の期間に往復はがきで「時代行列」、住所、氏名（複

数名の場合は全員の氏名）、年齢、電話番号、身長、足のサイズ、返信宛名を明記のうえ、

泉南市観光協会観光案内所　（〒 590-0522 泉南市信達牧野 395-4 ／☎ 493-8948）へ

「時代行列」参加者募集！

泉南市マスコットキャラクター「
せんなんくまじろう
泉南熊寺郎」“せんくま”

　相談あんない　　時間は 24時間表記です　

区分 相談名 とき ところ 問合せ
法律

行政

法律相談
（本人に係る相談）

3/5 ㈭、12㈭ 、 2 6 ㈭  9 時 15 分～ 11 時 55分
申込みは実施日前日に電話で 9 時から先着 8 名受付

市役所別館２階産業観光課 産業観光課（☎ 483-8191）

行政相談 毎月第 3 木曜日 14 時～ 16 時 市役所別館２階産業観光課 産業観光課（☎ 483-8191）
消費者相談 月～金曜日　13 時～ 16 時 市役所別館２階消費生活センター 産業観光課（☎ 483-8191）
行政書士相談

（相続・遺言・交通事故ほか）
毎月第 2 金曜日（祝祭日は第 3 金曜日）13 時～ 16 時
要予約。定員 6 名

市役所別館２階産業観光課 行政書士会泉州支部事務局
　　　　　　　　（☎ 464-2793）

労働

就労

ハローワーク情報（週１回更新）月～金曜日　執務時間中 市役所別館２階産業観光課 産業観光課（☎ 483-8191）
ハローワーク情報（毎日更新） 月～金曜日　執務時間中 地域就労支援センター（☎ 485-1401）
労働相談 今月はありません 市役所別館２階産業観光課 産業観光課（☎ 483-8191）
就労支援相談 月～土曜日　9 時～ 17 時　　　（土曜日は要予約）30分

月～土曜日　9 時～ 17 時　　　（土曜日は要予約）30分

月～土曜日　9 時～ 17 時　　　（土曜日は要予約）30分

地域就労支援センター（☎ 485-1401）
農事相談 毎月第 4 金曜日　9 時 30 分～ 12 時（要電話予約） 農業委員会事務局 農業委員会事務局（☎ 483-9975）

子育て

教育

母子相談 月～金曜日　9時～ 17 時 市役所 1 階生活福祉課 生活福祉課（☎ 483-3474）
子ども相談（家庭児童相談） 月～金曜日　10 時～ 16 時（来所の場合は要予約） 市役所 1 階保育子育て支援課隣 家庭児童相談室（☎ 485-1586）
教育相談（カウンセリング） 月～金曜日　10 時～ 16 時 教育相談室 教育相談室（☎ 483-3755）
進路支援（奨学金等相談） 人権協会（☎ 485-1401）

健康福祉

人権

障害者相談員による相談 月～金曜日（要電話予約） 随時相談の上、決定 障害福祉課（☎ 483-8252 ）
高齢者・障害者住宅改造相談 毎月第3月曜日 13 時 30 分～ 16 時 30 分 あいぴあ泉南 せんなんピアセンター（☎ 482-0114）
心配ごと相談 毎週木曜日　9 時～ 12 時 あいぴあ泉南 社会福祉協議会（☎ 482-1027）
総合生活相談 人権協会（☎ 485-1401）

税金 税の相談 4・6・8・10・12 月の第 3 水曜日　13 時～ 16 時 市役所 1 階市民相談室 税務課（☎ 483-9031）
夜間納税相談 毎月 10 日（土日祝日は翌執務日）

17 時 45 分～ 20 時
市役所 1 階税務課
市役所 1 階保険年金課

税務課（☎ 483-9033）
保険年金課（☎ 483-3432）

人権ふれあいセンター

人権ふれあいセンター

人権ふれあいセンター

人権ふれあいセンター

●
商
工
・
労
働

みんなで
参加してね！
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

★
問
合
せ　

指
導
課　

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
３
６
７
１
）

泉
南
市
子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
員

募
集

　   

泉
南
市
子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

員
は
、
子
ど
も
た
ち
が
登
下
校
す
る

時
間
、
市
内
の
交
差
点
や
見
通
し
の

悪
い
街
角
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
は
、

①
通
学
路
や
危
険
な
場
所
で
の
「
あ

い
さ
つ
」
や
「
声
か
け
」
な
ど
の
見

守
り
活
動

②
校
区
の
巡
回
活
動
お
よ
び
学
校
内

の
巡
回
活
動
（
学
校
長
の
要
請
が
あ

っ
た
と
き
）

③
不
審
者
情
報
が
あ
っ
た
と
き
の
見

守
り
活
動

　

熱
意
を
持
っ
て
少
し
で
も
参
加
で

き
る
方
、
各
小
学
校
区
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。
登
録
は
校
区
の
小
学
校
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
員
募
集

　　

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
員
は
、
本

市
の
各
小
学
校
区
を
、
青
色
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
車
で
巡
回
し
、
子
ど
も
た

ち
や
地
域
の
安
全
を
見
守
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
主
に
、
校
区
の
巡
回
活

動
や
不
審
者
情
報
が
あ
っ
た
と
き
の

巡
回
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
青

色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
員
に

は
、
誰
で
も

登
録
で
き
ま

す
。
車
の
運

転
が
で
き
な

く
て
も
、
同

乗
し
て
パ
ト

ロ
ー
ル
を
す
る
だ
け
で
も
結
構
で

す
。

　

ま
た
、
泉
南
市
青
色
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
受
講

後
、
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
同

乗
す
る
た
め
に
必
要
な
「
パ
ト
ロ
ー

ル
実
施
者
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

●
泉
南
市
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
講

習
会

【
と
き
】
３
月
16
日
㈪
▽
第
１
回
／

午
後
２
時
～（
受
付
は
１
時
30
分
～
）

▽
第
２
回
／
午
後
３
時
～
（
受
付
は

午
後
２
時
30
分
～
）

【
と
こ
ろ
】
あ
い
ぴ
あ
泉
南
１
階
大

会
議
室

【
内
容
】
▽
泉
南
警
察
署
員
に
よ
る

講
義
▽
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
者
証
の
新

規
交
付
・
更
新
（
新
規
実
施
者
証
の

交
付
に
は
２
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま

す
）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
問
合
せ　

泉
南
警
察
署　

　
　
　
　
　
　
（
☎
471
・
１
２
３
４
）

自
転
車
に
は
必
ず

鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
！

　

大
切
な
自
転
車
を
盗
ま
れ
な
い
た

め
に
、
次
の
防
犯
対
策
を
積
極
的
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

▽
鍵
は
、
２ツ

ー
ロ
ッ
ク
（
チ
ェ
ー
ン
錠

な
ど
の
補
助
錠
）
し
ま
し
ょ
う

▽
自
宅
敷
地
内
に
と
め
る
場
合
で

も
、
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う

▽
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

●
安
全
・
安
心

春の全国火災予防運動実施

　昨年、泉州南消防組合が出動した火災件数は 67 件でしたが、

23 件 ( 約 34％ ) が住宅火災で、残念なことに死者（2 名）・

負傷者（7 名）も発生しました。これからの時季は警火心が緩

み最も危険です。「もうすぐ春だから」「ストーブ等の火を使用

する機会が減るから」など安心は禁物です。

　消防本部では、この運動を契機に、「火災ゼロ」「犠牲者ゼロ」

を目標に、管内全域に防火の輪を広めたいと考えています。今

一度、一人ひとりが火の用心の大切さを思い起こし、火災予防

にご協力をお願いします。

【問合せ】泉州南広域消防本部予防課（☎ 469-0886 ／

FAX460-2119）

　喫煙やたき火などの小さな火種が、大切な

自然を焼き尽くす大きな火事となることを忘

れないでください。この時季は、空気が乾燥

することから、小さな火でも下草等に燃え移

れば、瞬く間に延焼し、大切な生命まで奪い

ます。林野での火

の取り扱いには、

十分にご注意くだ

さい。

山火事に注意！
ハイキング等、入山される方へのお願い

上記の広告に関するお問い合わせは、合同会社　ＩＭ総合企画へ（☎ 072-242-7997）

広告掲載枠です

詳しくは今月号の広報せんなんをご覧ください。
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★
樽
井
公
民
館
（
☎
483
・
４
３
６
１
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→
文
化

今
月
の
ご
案
内
（4
月11
日
ま
で
）

【
全
日
休
館
日
】
毎
週
火
曜
日
、
3

月
21
日
㈷

【
半
日
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５

時
30
分
（
た
だ
し
、
樽
井
公
民
館
以

外
の
公
民
館
は
午
後
４
時
ま
で
、
半

日
休
館
日
は
正
午
ま
で
）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

★
市
民
体
育
館
（
☎
482
・
１
０
０
０
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→
ス

ポ
ー
ツ

今
月
の
ご
案
内
（4
月11
日
ま
で
）

　

耐
震
工
事
の
た
め
3
月
31
日
㈫
ま

で
の
期
間
は
、
第
二
競
技
場
、
和
室
、

第
一
会
議
室
の
み
利
用
可
能
で
す
。

体
育
館
を
ご
利
用
の
際
は
、
上
ぐ
つ

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
全
日
休
館
日
】
毎
週
火
曜
日

【
半
日
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
半
日
休
館
日
は
正
午
ま
で
）

　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

★
市
立
図
書
館
（
☎
482
・
７
７
６
６
）

【
関
連
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
→
文
化

→
図
書
館

今
月
の
ご
案
内
（4
月11
日
ま
で
）

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日
、
3
月
21

日
㈷
、
3
月
7
日
㈯
～
13
日
㈮
蔵
書

点
検
の
た
め
休
館

【
開
館
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
５

時
15
分

図
書
館
新
刊
紹
介

　

図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
、
約

３
か
月
分
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
詳
細
サ
イ
ト
】
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

→
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
→
資
料
を

さ
が
す
（
新
着
案
内
）
→
新
し
く
入

っ
た
本

●
「
も
っ
と
知し

り
た
い
長な
が
さ
わ
ろ
せ
つ

沢
蘆
雪
」

（
金か
ね
こ子
信の
ぶ
ひ
さ久
著
、
東
京
美
術
）

   

誰
に
も
真
似
で
き
な
い
絵
画
の
世

界
を
作
り
上
げ
た
18
世
紀
の
巨
匠
の

生
涯
。

●
「
驚き

ょ
う
て
ん
ど
う
ち

天
動
地
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

（
三さ
え
ぐ
さ枝
成し
げ
あ
き彰
著
、
キ
ノ
ブ
ッ
ク
ス
）

　

初
心
者
の
方
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

が
大
好
き
に
な
れ
る
入
門
書
。

●「
剣け

ん
き鬼
」上
・
下（
柴し
ば
た田
錬れ
ん
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
著
、

埼
玉
福
祉
会
）（
大
活
字
本
シ
リ
ー

ズ
）　

　

こ
の
他
に
も
人
気
小
説
の
大
き
な

活
字
の
本
が
入
り
ま
し
た
。

●
〈
児
童
書
〉「
世せ

か
い
い
っ
し
ゅ
う

界
一
周
な
ぞ
な

ぞ
絵え
ほ
ん本
」（
に
し
も
と
お
さ
む
著
、

世
界
文
化
社
）

　

世
界
40
か
国
以
上
の
な
ぞ
な
ぞ
が

た
っ
ぷ
り
入
っ
た
本
。
楽
し
く
国
際

理
解
が
す
す
み
ま
す
。

自
動
車
図
書
館
か
し
の
き
号

　　

か
し
の
き
号
は
、
左
記
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
月
２
回
ず
つ
巡
回
し
ま
す
。
な

お
、
気
象
条
件
等
に
よ
り
巡
回
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

東
小
学
校
は
３
月
ま
で
試
行
巡
回

を
行
い
ま
す
。

本
と
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
市　

　

前
回
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
で
活
用
さ

れ
な
か
っ
た
除
籍
本
や
寄
贈
本
を
再

活
用
す
る
た
め
の
ア
ン
コ
ー
ル
企
画

で
す
。
今
回
は
お
と
な
の
本
が
対
象

で
す
。
児
童
書
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
と
き
】
3
月
20
日
㈮
、
22
日
㈰
①

午
前
10
時
～
12
時
②
午
後
2
時
～
4

時【と
こ
ろ
】
図
書
館
2
階
会
議
室
・

視
聴
覚
室

【
対
象
】
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
方
（
在
勤
、
在
学
の
方
は
図
書
館

貸
出
券
な
ど
の
提
示
が
必
要
）

【
冊
数
】
各
回
一
人
10
冊
ま
で
（
ど

の
回
に
も
参
加
可
。
22
日
㈰
午
後
の

み
冊
数
無
制
限
）

【
申
込
み
】
不
要
（
各
回
15
分
前
に

整
理
券
を
配
布
。
混
雑
時
は
入
場
制

限
の
場
合
あ
り
）

【
参
加
費
】
無
料

【
そ
の
他
】
▽
受
領
書
記
入
用
の
筆

記
用
具
、
本
を
入
れ
る
袋
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
▽
営
利
目
的
で
の
参
加
は

で
き
ま
せ
ん

開
館30
周
年
記
念
月
間
企
画【3
月
】

　

本
と
視
聴
覚
資
料
（
C
D
・

D
V
D
等
）
と
も
に
冊
数
制
限
な

し
で
借
り
て
い
た
だ
け
ま
す
。
蔵
書

点
検
が
終
っ
た
3
月
14
日
㈯
～
31
日

㈫
の
貸
出
分
が
対
象
で
す
。
ま
だ
図

書
館
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
方
も
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

★
サ
ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル　

　
　
　
　
　
　
（
☎
484
・
２
６
２
７
）

3
月
の
ご
案
内

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
者
講
習
会

（
無
料
）
を
毎
日
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
前
予
約
受
付
中
で
す
。

【
3
月
の
休
館
日
】
毎
週
月
・
火
曜
日
、

【
利
用
時
間
】
午
前
10
時
～
午
後
５

時
30
分
（
受
付
は
午
後
５
時
ま
で
）

【
利
用
料
金
】（
２
時
間
利
用
の
場
合
）

大
人
500
円
、
高
校
生
300
円
、
中
学
生

～
小
学
４
年
生
200
円
、
高
齢
者
（
65

歳
以
上
）
250
円
、
小
学
３
年
生
以
下

無
料
（
た
だ
し
、
水
着
着
用
の
保
護

者
ま
た
は
20
歳
以
上
の
成
人
の
同
伴

が
必
要
で
、
１
名
に
つ
き
小
学
３
年

生
以
下
の
児
童
２
名
ま
で
。
な
お
、

オ
ム
ツ
の
外
れ
て
い
な
い
方
は
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）

【
注
意
】
工
事
等
の
都
合
に
よ
り
臨

時
休
館
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

【
詳
細
サ
イ
ト
】http://w

w
w

.
sennanseisou.jp/pool/index.
htm

l

●
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

楠台１号公園
東小学校

あおぞら幼稚園

鳴滝小学校
鳴滝第2保育所

ファミール南大阪

浜老人集会場

青少年センター

一丘団地

八幡山自治会館

関空マーブルコースト
西信達公民館

15:00～
15:45

13:45～
14:30

14:30～
15:00

14:40～
15:20

13:20～
14:10

15:10～
16:10

15:40～
16:30

水

水

木
木
木
金
金

14:00～
14:30

14:00～
14:45

13:40～
14:10

15:00～
16:00

15:00～
15:45

14:30～
15:00
15:20～
16:00

水
水
木
木
金
金
金

2月

4月 3月

1月2月

砂川老人集会場

ルナりんくう

ステーション名
巡回日 巡回日曜日と

時間
曜日と
時間ステーション名

休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休
休 休

休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休

休
休
休
休
休
休

1月

4

4

5
5
5
6
6

18
18

19
19
19
20
20

4

4

5
5
5
6
6

18
18

19
19
19
20
20

3月

12
12
13
13
13

25
25
26
26
27
27
27

25
25
26
26
27
27
27

4月

1
1
15
15
16
16
16

蔵
書
点
検
の
た
め
休
止

 
月
号
に
掲
載
し
ま
す

 
月
号
に
掲
載
し
ま
す

4 4

か
し
の
き
号
巡
回
予
定
表
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

種目 種別 優勝 種目 種別 優勝

卓球 混合団体

ソフト
ボール

一般男子1部
一般男子2部

一般A

茜

一般B
一般C

新家スターズ
新家スターズ

泉南市役所
泉南クラブ

バレー
ボール スポーツ少年団2

ゲートボール

学童

タカキッズ高学年
婦人の部

スポーツ少年団
女子の部

重里　愛実　他7名

保苅　恭佑　他5名

大苗代クラブ

軟式野球

少林寺拳法

サッカー

森下　芳子

一般の部

松葉　明子
レッドファイヤーズ

小学低学年

小学高学年

水上　義秋

古藤　靖敬

壮年大阪桃次郎

種目 種別 優勝 種目 種別 優勝 種目 種別 優勝

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

学童男子

学童女子

壮年男子

壮年女子

須川　勘太郎

國枝　祐介

一般男子

一般女子

田淵　優那

樽井テック

入江　悠斗

剣
道

松尾　菜優

島村　健大

今西　真央

安国　宣子

浅井　総司

加納　隼

保苅　恭佑

今西　真央村上　薫

犂　隆成重里　海斗

横幕　祐介米田　旺雅

重里　愛実

一般ダブルス

男子ダブルス

男子シングルス

川原　智枝 土橋　悦子

平田　優衣

グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ

ス
ポ
ー
ツ

チ
ャ
ン
バ
ラ

少
林
寺
拳
法

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

清家　彩音

松江　萌

新谷　日和

川本　智徳

黒木　浩二郎

樋口　徹 岡田　稔

谷中　昇

単独小学低学年

小学1年生

年中

年長

小学2年生

小学3年生

小学4年生

学童3・4年生

学童5・6年生

小学5年生

小学6年生以上

αクラス

単独小学中学年

単独小学高学年

組小学高学年白～緑

組小学低学年茶

組小学高学年茶以上

組小学女子

組中学段外

組中学有段

組小学低学年緑

湯葉　文音

西尾　祈莉

テ
ニ
ス

石原　大揮
卓
球

個人A

個人B

戸田　こころ

戸田　柊人

柔
道

中学生

初心者

山内　蓮士郎

宗行　竜希

一般女子

一般女子

一般男子

大江　堅太

岡本　裕乃

小学6年

小学1・2年

小学3・4年

小学5年

低学年

高学年

中学男子

中学女子

新井　満

水上　和美

辻野　碧

みずかみ

ほかり きょうすけ

じゅうり まなみ

まつば あきこ

もりした 　よしこ

よしあき

ことう 　やすたか

すがわ

かわはら さとえ つちはし

いしはら だいき

まつお

やすくに

いまにし　

あさい

かのう

じゅうり

ほかり

じゅうり

じゅうり

むらかみ かおる いまにし まひろ

かいと からすきりゅうせい

まなみ なかにし

きょうすけ

中西　あやの

かいほ ゆうせい

重里　大樹

よねだ おうが

滝本　征也

よこまく ゆうすけ

だいき

海保　優聖

たきもと せいや

はやと

村上　薫
むらかみ かおる

そうし

まひろ

のぶこ

山田　典子
やまだ のりこ

ひらた

しまむら こうだい

ゆい

まひろ

えつこ

松山　京平 尾崎　春斗
まつやま　きょうへい おざき はると

中井　茜希 岩谷　紗良
なかい あかね いわたに さら

かんたろう

くろき こうじろう

いりえ

たぶち

くにえだ ゆうすけ

ゆば

せいけ

にしお

しんたに

おかだ　　みのるひぐち とおる

まつえ

たになか のぼる かわもと とものり

桜井　市蔵駒井　勝
こまい まさる さくらい いちぞう

狩野　典子吉崎　清美
よしざき きよみ かりの のりこ

もえ

いのり

　　　ひより

あやね

あやね

ゆな

ゆうと

とだ

とだ

とだ

個人C

楠戸　隆一郎
くすど りゅういちろう

個人D

戸田　聖人
せなと

中学生

小学生の部

大屋　光成

菅根　野愛

南　涼介

おおや こうせい

すがね のあ

みなみ りょうすけ

おかもと ひな

梶本　岳滉
たけひろ

竜田　凱壮
たつた よしまさ

おおえ けいた

あらい みつる

やまうち

むねゆき りゅうき

梶本　依里
かじもと

かじもと

えり

れんしろう

みずかみ かずみ

つじの みどり

定野　豊繁
さだの とよしげ

しゅうと

ジュニア

個人

団体



20

一
般
事
務
臨
時
職
員
の
登
録
・
選
考

【
業
務
内
容
】
市
役
所
で
の
一
般
事

務
補
助

【
採
用
予
定
人
員
】
若
干
名

【
勤
務
時
間
】
午
前
9
時
～
午
後
4

時【日
給
】
5
3
9
0
円

【
雇
用
期
間
】
上
限
6
か
月

【
採
用
予
定
】
4
月
お
よ
び
4
月
以

降
（
4
月
採
用
者
以
外
は
、
1
年
間

の
登
録
と
な
り
必
要
が
生
じ
た
場
合

に
採
用
し
ま
す
。
ま
た
、
勤
務
時
間

等
に
よ
り
、
社
会
保
険
へ
加
入
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

【
提
出
書
類
】
泉
南
市
臨
時
職
員
登

録
申
請
書
ま
た
は
履
歴
書（
写
真
付
）

【
そ
の
他
】
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、

雇
用
保
険
に
加
入

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
人
事
課
へ

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
0
0
0
3
）

公
民
館
臨
時
職
員
の
登
録
・
選
考

【
資
格
】
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
等
）
が
可
能
な
方 

（
お
お

む
ね
60
歳
ぐ
ら
い
ま
で
）

【
業
務
内
容
】
事
務
補
助
お
よ
び
講

座
企
画
、
運
営
補
助　

【
採
用
予
定
人
員
】
1
名

【
試
験
日
】
3
月
22
日
㈰

【
試
験
内
容
】
面
接

【
時
間
給
】838
円（
交
通
費
自
己
負
担
）

【
勤
務
日
】
水
・
木
・
金
・
土
・
日

（
1
日
3
時
間
程
度
）

【
勤
務
先
】
樽
井
公
民
館

【
雇
用
期
間
】
4
月
1
日
か
ら
6
か

月
。
た
だ
し
、
6
か
月
を
限
度
と
し

て
更
新
す
る
場
合
あ
り

【
募
集
要
項
の
配
布
】
3
月
1
日
㈰

か
ら
樽
井
公
民
館
で

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
3
月
14
日
㈯

午
後
5
時
30
分
ま
で
（
毎
週
月
曜
日

は
午
後
か
ら
休
館
、火
曜
日
は
休
館
）

に
樽
井
公
民
館
へ

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
4
3
6
1
）

図
書
館
臨
時
職
員
の
登
録
・
選
考

【
資
格
等
】
昭
和
27
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
簡
単
な
パ
ソ

コ
ン
操
作
が
可
能
な
、
司
書
・
司
書

補
資
格
所
有
者
（
平
成
27
年
3
月
31

日
取
得
見
込
み
可
）、
ま
た
は
図
書

館
業
務
経
験
者
。
土
日
に
勤
務
で
き

る
方

【
業
務
内
容
】
カ
ウ
ン
タ
ー
、
図
書

整
理
、
自
動
車
図
書
館
乗
務
等
の
図

書
館
業
務

【
採
用
予
定
人
員
】
▽
週
5
日
勤
務

／
6
名
▽
週
3
日
勤
務
／
3
名

【
試
験
日
】
3
月
21
日
㈷

【
試
験
内
容
】
面
接

【
募
集
要
項
の
配
布
】
図
書
館
で
配

布
中
。
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
3
月
14
日
㈯

～
20
日
㈮
（
3
月
16
日
㈪
は
休
館
）

ま
で
に
図
書
館
へ

　
　
　
　
　
　
（
☎
482
・
7
7
6
6
）

学
校
司
書
の
登
録
・
選
考

【
資
格
】
司
書
資
格
（
平
成
27
年
3

月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方
も

含
む
）・
昭
和
29
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方(

学
歴
不
問)

【
業
務
内
容
】
小
・
中
学
校
の
学
校

図
書
館
の
整
備
、
蔵
書
管
理
等
に
関

す
る
業
務

【
選
考
日
】
3
月
21
日
㈷

【
登
録
有
効
期
限
】
平
成
28
年
3
月

31
日
ま
で

【
そ
の
他
】
詳
細
は
登
録
さ
れ
た
方

に
連
絡
し
ま
す

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
3
月
18
日
㈬

ま
で
に
履
歴
書
1
部(

写
真
を
貼
付

の
こ
と)

・
資
格
の
写
し
1
部
・
返

信
用
封
筒
（
宛
名
記
入
・
82
円
切
手

貼
付
）
を
学
務
課
へ

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
3
6
7
3
）

選
挙
事
務
臨
時
職
員

【
業
務
内
容
】
選
挙
事
務
一
般
（
期

日
前
の
選
挙
事
務
お
よ
び
投
票
日
当

日
の
投
票
事
務
な
ど
）

【
採
用
予
定
人
員
】
若
干
名

【
勤
務
時
間
】　

期
日
前
お
よ
び
投
票

日
当
日
以
外
は
午
前
9
時
～
午
後
4

時
、
期
日
前
投
票
期
間
4
月
4
日
㈯

～
11
日
㈯
は
午
前
8
時
30
分
～
午
後

8
時
、
投
票
日
当
日
は
午
前
6
時
30

分
～
午
後
8
時
ま
た
は
午
後
9
時
、

４
月
13
日
㈪
は
休
日

【
日
給
】
5
3
9
0
円
、
期
日
前
お

よ
び
投
票
日
は
別
途
支
給

【
雇
用
期
間
】
4
月
1
日
㈬
～
16
日

㈭
（
土
・
日
も
出
勤
）

【
提
出
書
類
】
履
歴
書

【
提
出
期
間
】
3
月
13
日
㈮
締
切

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
へ

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
8
1
1
1
）

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
臨
時
職
員

①
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
員

【
資
格
】
60
歳
未
満
（
平
成
27
年
4

月
1
日
時
点
）
で
、
10
年
以
上
の
埋

蔵
文
化
財
発
掘
調
査
歴
（
内
外
業
と

も
）
が
あ
り
、
発
掘
調
査
現
場
で
の

測
量
、
写
真
撮
影
補
助
、
遺
物
整
理

等
、
業
務
に
必
要
な
相
当
の
経
験
と

技
術
を
有
す
る
方

【
職
種
】
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
員

（
内
外
業
兼
務
）

【
採
用
予
定
人
員
】
若
干
名

【
試
験
日
】
3
月
20
日
㈮

【
試
験
内
容
】
面
接

【
採
用
予
定
】
4
月

【
日
給
】
外
業
8
9
0
0
円
、
内
業

6
8
2
0
円
（
平
成
26
年
度
実
績
）

②
ガ
イ
ダ
ン
ス
要
員

【
資
格
】
65
歳
未
満
（
平
成
27
年
4

月
1
日
時
点
）
で
、
月
曜
日
～
金
曜

日
（
午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時
30

分
）
の
勤
務
可
能
な
方
（
行
事
開
催

な
ど
の
場
合
、
土
日
勤
務
も
有
）

【
職
種
】
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
要
員
（
受
付
業
務
や
来

館
者
へ
の
解
説
・
体
験
学
習
の
指
導

な
ど
）

【
採
用
予
定
人
員
】
1
名

【
試
験
日
】
3
月
19
日
㈭

【
試
験
内
容
】
面
接

【
採
用
予
定
】
4
月

【
日
給
】
5
3
9
0
円

 

①
②
共
通

【
募
集
要
項
の
配
布
】
3
月
5
日
㈭

（
3
月
7
日
㈯
、
8
日
㈰
は
休
館
）

か
ら
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
郵
送
不
可
。

3
月
9
日
㈪
～
13
日
㈮
（
午
前
9
時

30
分
～
午
後
4
時
30
分
）
の
期
間
に

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
へ

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
6
7
8
9
）

留
守
家
庭
児
童
会
の
追
加

【
対
象
施
設
】
新
家
東
、
雄
信
、
鳴

滝
の
各
留
守
家
庭
児
童
会

【
対
象
児
童
】
新
4
年
生
～
新
6
年

生
（
就
労
や
病
気
等
の
理
由
で
保
護

者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
児
童
）

【
募
集
人
数
】
募
集
児
童
会
の
定
員

の
範
囲
内

【
入
会
受
付
】
3
月
9
日
㈪
～
20
日

㈮【申
込
書
配
布
・
問
合
せ
】
3
月
2

日
㈪
か
ら
生
涯
学
習
課
へ

　
　
　
　
　
　
（
☎
483
・
2
5
8
2
）

●
募
集
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お知らせ

Information 　                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/

図
書
館
応
援
団
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　　

本
の
修
理
や
掲
示
物
の
作
成
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。
本
が

好
き
な
方
、
工
作
が
好
き
な
方
、
大

歓
迎
で
す
。

【
対
象
】
資
格
は
不
要
。
年
間
を
通

じ
て
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

【
定
員
】
10
名
程
度

【
活
動
グ
ル
ー
プ
】

①
修
理
グ
ル
ー
プ

②
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
作
成
グ
ル
ー
プ

③
絵
本
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

④
さ
わ
る
絵
本
製
作
グ
ル
ー
プ

（
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
活
動
日
が
違

い
ま
す
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
3
月
25
日

㈬
ま
で
に
図
書
館
窓
口
（
☎
482
・

7
7
6
6
）
へ
。
説
明
会
を
行
い
ま

す
。
説
明
会
終
了
後
、
随
時
登
録
受

付
を
し
ま
す

泉
南
市
登
録
手
話
通
訳
者 

【
対
象
】
手
話
通
訳
士
、
大
阪
府
登

録
手
話
通
訳
者
お
よ
び
同
等
の
技
量

を
有
す
る
方
（
原
則
市
内
在
住
・
在

勤
） 

【
選
考
審
査
】
４
月
22
日
㈬
午
後
３

時
～
８
時
の
間
で
15
分
程
度
（
手
話

通
訳
士
と
平
成
26
年
度
大
阪
府
登
録

手
話
通
訳
者
は
審
査
を
免
除
）

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
障
害
福
祉
課

設
置
の
申
込
書
で
住
所
、
氏
名
、
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
審
査
希
望
時
間

帯
等
を
明
記
の
上
、
障
害
福
祉
課
へ

（
☎
483
・
8
２
５
２
／
FAX
　

480
・
２
１
３
４
）

4
月
10
日
㈮
必
着

大
阪
府
警
察
官

　

警
察
官
採
用
試
験
の
申
込
み
が
3

月
上
旬
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
人
物
重

視
の
採
用
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
高
い
志
と
意
欲
の
あ
る
方
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
詳
細
サ
イ
ト
】
大
阪
府
警
察
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w

.police.
pref.osaka.jp

）

【
問
合
せ
】
▽
大
阪
府
警
察
官
採
用
セ

ン
タ
ー（
☎
０
１
２
０
・
３
７
０
・
３
１
４

／
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
45
分
）

▽
泉
南
警
察
署
（
☎
471
・
１
２
３
４
）

少
年
剣
道
新
規
会
員
募
集

【
練
習
日
時
】
毎
週
火
曜
日
・
木
曜
日
、

▽
初
心
者
：
午
後
5
時
～
6
時
▽
経
験

者
：
午
後
6
時
～
7
時
30
分

【
練
習
場
所
】
泉
南
警
察
署

【
対
象
】
小
学
2
年
生
以
上

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
3
月
2
日
㈪
～

31
日
㈫
の
期
間
に
泉
南
警
察
署
（
☎

471
・
１
２
３
４
）
へ
。
申
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選

【採用予定】4 月

【募集要項の配布】3 月 2 日㈪から人事課で配布します。

また、市ウェブサイトから募集要項、受験申込様式一式を

ダウンロードすることができます。各要項を郵送で請求の

場合は、封筒の表に「職種」および「募集要項請求」と朱

書きし、92 円切手を貼付した宛名記載の返信用定形封筒

（長形 3 号）を同封してください

【試験日】　3 月 14 日㈯

【試験内容】筆記・面接

【申込み・問合せ】3 月 2 日㈪～ 12 日㈭（土日を除く午

前 9 時～午後 5 時 30 分）の期間に人事課へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（☎ 483-0003）

本市の任期付職員を募集します

職種 採用予定業務内容 受験資格

3名程度

若干名

昭和 27年 4月 2日以降に生まれた方で、パソコン操作
（ワード・エクセル等）ができる方

昭和 27年 4月 2日以降に生まれた方で、中型自動車運転
免許（8ｔ限定を含む）を有し、塵芥収集車の運転をでき
る方（AT車限定を除く）

臨時福祉給付金、子育て世帯
臨時特例給付金に関する業務等

パッカー車の運転、市内の家庭
ごみを収集および積み込み業務

①事務職員

②塵芥収集業務
　従事職員

広告掲載枠です

詳しくは今月号の広報せんなんをご覧ください。

上記の広告に関するお問い合わせは、株式会社　宣成社へ（☎ 06-6222-6888）
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●
人
権
作
品
展

　

12
月
3
～
7

日
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
り
ん
く
う
泉
南

に
て
、
市
内
の
保

育
所
、
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
ポ
ス

タ
ー
、
習
字
、
絵
画
、
市
民
の
方
々

に
ご
応
募
い
た
だ
い
た
「
じ
ん
け
ん

写
真
・
標
語
」
や
、
識
字
教
室
の
み

な
さ
ん
の
作
品
な
ど
を
紹
介
し
た
人

権
作
品
展
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は

初
め
て
、
泉
南
支
援
学
校
や
り
ん
く

う
翔
南
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
も

出
展
し
て
い
た
だ
き
、
期
間
中
は

１
３
０
０
名
を
超
え
る
方
々
に
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は

自
分
た
ち
が
描
い
た
作
品
を
見
に
来

た
高
校
生
の
姿
も
あ
り
、
多
く
の
世

代
を
通
し
て
人
権
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

●
イ
オ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　

12
月
6
日
に
は
、
同

会
場
に
て
、
パ
ッ
サ
カ

リ
ア
さ
ん
に
よ
る
マ
ン

ド
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。
子
育

て
に
も
余
裕
が
で
き
、

何
か
始
め
た
い
と
思
っ
た
時
に
思
い

つ
い
た
の
が
、
大
学
時
代
の
部
活
で

夢
中
に
な
っ
て
い
た
ギ
タ
ー
・
マ
ン

ド
リ
ン
。
当
時
の
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
毎
回
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を

し
な
が
ら
練
習
を
し
て
い
る
そ
う
で
、

自
分
ら
し
く
イ
キ
イ
キ
と
輝
い
て
い

る
姿
、
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
元
気

と
癒
や
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
市
民
の
集
い

　

12
月
7
日
、
文
化

ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

第
一
部
で
は
映
画
「
あ
る
精
肉
店

の
は
な
し
」
を
上
映
し
ま
し
た
。
大

阪
府
貝
塚
市
で
精
肉
店
を
営
む
一
家

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
、
牛

の
い
の
ち
と
全
身
全
霊
で
向
き
合
う

一
家
の
姿
に
い
の
ち
の
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

　

ま
た
第
二
部
で
は
、
出
演
者
の

北き
た

出で

昭あ
き
らさ
ん
か
ら
、
仕
事
や
家
族

へ
の
思
い
、
そ
し
て
「
ま
ず
は
自
分

自
身
の
命
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。」

と
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続

い
て
纐は

な
ぶ
さ纈
あ
や
監
督
か
ら
は
、「
子

ど
も
た
ち
は
純
粋
無む

く垢
。
成
長
し
て

い
く
中
で
、
差
別
的
な
感
情
が
生
ま

れ
て
し
ま
う
の
は
お
と
な
の
責
任
。

お
と
な
の
知
性
で
、
穢け
が
れ
た
気
持
ち

を
取
り
除
か
な
け
れ
ば
。
そ
の
た
め

に
も
、
熱
さ
や
ぬ
く
も
り
を
肌
で
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
出
会
い
が
続
き
ま

す
よ
う
に
。」
と
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

【
参
加
者
の
感
想
】

▽
子
ど
も
の
作
品
が
多
く
、
素
直
な

作
品
が
と
て
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。
大
人
に
な
る
と
、
ど
う

し
て
も
『
人
権
』
と
い
う
言
葉
だ
け

を
考
え
す
ぎ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

本
当
は
子
ど
も
の
よ
う
に
素
直
に

「
～
が
い
け
な
い
」
と
考
え
る
の
が

正
し
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。（
人
権

作
品
展
）

▽
昔
の
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
の
曲
を

聴
き
、
私
も
人
生
60
年
ふ
り
か
え
る

時
間
が
も
て
ま
し
た
。
日
ご
ろ
の
忙

し
さ
に
ま
ぎ
れ
て
過
ぎ
し
日
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
楽
し
い
時
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
演
奏
が
す
ば

ら
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
ど
こ
か
で

お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。（
イ
オ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
）

▽
最
近
、
た
ま
た
まYouTube

で

豚
を
割
く
動
画
（
ド
イ
ツ
の
ソ
ー
セ

ー
ジ
を
作
る
と
こ
ろ
）を
見
ま
し
た
。

今
日
、
こ
の
映
画
を
見
て
い
る
時

に
、
や
は
り
そ
の
仕
事
を
色
眼
鏡
で

見
て
い
た
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
差

別
的
に
昔
か
ら
扱
わ
れ
て
き
た
こ
と

も
、
人
間
の
本
来
持
っ
て
い
る
気
持

ち
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
の
で
は
と
感

じ
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
が
大
間
違

い
で
正
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
を
強
く
心
に
響
き
ま

し
た
。（
市
民
の
集
い
）

　
「
女
性
相
談
」
は
、
女

性
を
社
会
の
決
め
ら
れ
た

役
割
や
女
ら
し
さ
に
適
応

す
る
よ
う
に
援
助
す
る
の

で
は
な
く
、
本
人
の
持
つ

力
を
引
き
出
し
て
、
自
分

で
問
題
解
決
が
で
き
る
よ

う
な
援
助
を
提
供
す
る
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
す
。
相

談
に
は
、「
女
性
の
悩
み

の
生
ず
る
し
く
み
」
に
つ

い
て
専
門
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
が
対
応
し
ま
す
。

　

自
分
の
気
持
ち
を
素
直

に
表
現
し
な
が
ら
、
い
ま

困
っ
て
い
る
こ
と
と
向
き

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
自

分
を
責
め
る
だ
け
で
は
な

く
、
不
安
の
対
象
を
は
っ
き
り
さ

せ
、
理
由
を
考
え
て
い
き
、
そ
の

心
の
動
き
に
つ
き
合
っ
て
い
く
。

少
し
時
間
が
か
か
る
け
れ
ど
、
自

分
に
力
を
つ
け
る
た
め
に
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
一
人
で
悩

ま
な
い
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
相
談
日
時
】

①
第
１
金
曜
日
午
後
１
時
～
４
時

②
第
２
水
曜
日
午
後
６
時
～
９
時

③
第
４
金
曜
日
午
前
10
時
～
午
後

１
時

▽
平
成
27
年
４
月
よ
り
第
２
水
曜

日
が
第
２
火
曜
日
へ
変
更
に
な
り

ま
す
。

【
相
談
場
所
】
人
権
推
進
部
相
談

室
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
１

階
）

【
相
談
員
】
山や

ま
で
や

出
谷
聡さ
と
み美
さ
ん

（
ウ
ィ
メ
ン
ズ
セ
ン
タ
ー
大
阪
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
）

【
申
込
み
】
必
ず
電
話
で
事
前
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い

【
そ
の
他
】
相
談
時
間
は
1
人
に

つ
き
約
１
時
間
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

【
問
合
せ
】
人
権
推
進
課
男
女
平

等
参
画
係

第 2回生きがい交流講座

【とき】3 月 25 日㈬午後
1 時 30 分 ～2 時 30 分
【ところ】鳴滝老人憩いの家
【内容】人形劇「三

さん

びきの
やぎ草

くさぼし

星をめざせ！」　
【講師】おはなしキャラバ
ン〝つばさ〟
【定員】100 名
【参加費・申込み】不要
【問合せ】泉南市人権協会
（ ☎ 4 8 5 - 1 4 0 1 ／
FAX485-1405 ／ e-mail:
hra2002@globe.ocn.
ne.jp）

女性相談はあなたの生き方をサポートします

２
０
１
４
人
権
週
間
を
終
え
て

　

～
今
年
も
た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
～

　

本
年
度
も
人
権
週
間
（
12
月
４

日
～
10
日
）
に
ち
な
み
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
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2
月
4
日
、
調
整

区
解
消
に
向
け
た
取

り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
市
民
・
企
業
・

教
職
員
・
行
政
職
員

な
ど
を
対
象
と
し
た
人
権
啓
発
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
の
松ま
つ
も
と本

城し

ず

お
洲
夫
さ
ん
（
じ
ん
ぶ
ん
ネ
ッ
ト
代

表
／
イ
タ
リ
ア
生
活
文
化
交
流
会
会

長
）
は
、
長
年
、
大
阪
府
北
部
の
自

治
体
職
員
と
し
て
人
権
教
育
・
啓
発

に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

イ
タ
リ
ア
人
音
楽
家
と
の
文
化
交
流

も
あ
り
、そ
れ
ら
の
経
験
を
も
と
に
、

「
人
権
」
の
語
源
、
日
本
と
イ
タ
リ

ア
の
人
権
文
化
の
ち
が
い
、
そ
し
て

あ
ら
た
め
て
「
人
権
」
の
意
味
に
つ

い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「『
人
権
』
＝
『
差
別
』
で
は
な
い
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
（H

um
an 

R
ights

）
を
直
訳
す
る
と
『
人
間

と
し
て
正
し
い
こ
と
』
で
あ
り
、『
人

間
と
し
て
正
し
い
こ
と
』
と
は
、
自

由
・
自
立
の
人
格
を
持
っ
た
個
人
と

し
て
の
存
在
の
あ
り
方
と
い
う
こ
と

に
な
る
（
個
人
の
主
体
的
尊
厳
性
）。

そ
の
結
果
、
そ
れ
ら
を
奪
わ
れ
、
侵

さ
れ
る
こ
と
で
差
別
に
な
る
。」「
私

は
私
以
外
の
何
者
で
も
な
い
。
と
自

分
自
身
を
認
め
尊
重
す
る
こ
と
で
、

他
者
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。」

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

「
自
由
」
の
意
味
に
つ
い
て
も
、「
わ

が
ま
ま
、
身
勝
手
と
想
像
さ
れ
が
ち

だ
が
、
自
分
で
考
え
・
決
め
・
実
行

す
る
こ
と
が
本
来
の
意
味
で
あ
る
。」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
人

権
」
や
「
自
由
」
な
ど
、
も
と
も
と

輸
入
さ
れ
た
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思

想
は
、
当
時
の
翻
訳
に
よ
り
本
来
の

意
味
と
は
少
し
違
っ
た
意
味
合
い
で

私
た
ち
に
伝
わ
っ
て
き
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
国
憲
法
の
第
十
三
条
に
個
人

の
尊
重
、
生
命
・
自
由
・
幸
福
追
求

の
権
利
の
尊
重
、
第
十
四
条
に
法
の

下
の
平
等
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
た
め

て
憲
法
を
読
み
直
し
、
松
本
さ
ん
の

お
話
を
聞
く
と
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
本
来
の
「
人
権
」
の
意
味
を
理

解
し
、
個
人
の
主
体
的
尊
厳
を
大
切

に
し
、お
互
い
を
理
解
す
る
こ
と
で
、

差
別
や
い
じ
め
の
な
い
社
会
に
な
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
会
で
は
、
各
所
属
か
ら

多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
調
整
区
解
消
に
向
け
、
参
加

者
一
人
ひ
と
り
が
、
地
域
や
職
場
な
ど

で
人
権
啓
発
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
、
引

き
続
き
人
権
文
化
が
ひ
ろ
が
る
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

生
活
現
場
で
の
市
民
相
互
の

ル
ー
ル
づ
く
り

　

市
民
が
日
常
的
に
生
活
の
場
で
、

人
権
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

を
よ
り
多
く
も
つ
た
め
に
も
、
地
域

や
職
場
な
ど
、
同
じ
市
民
の
な
か
に

啓
発
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、
生
活
現

場
で
の
市
民
相
互
の
ル
ー
ル
づ
く
り

に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。（「
調

整
区
解
消
に

係
る
基
本
方

針
」
よ
り
︱

平
成
23
年
1

月
策
定
︱
）

シリーズ　人権

Series-Human Rights

人権推進課
TEL:072-480-2855
FAX:072-482-0075
e-mail:jinken@city.sennan.lg.jp

　
「
ス
テ
ッ
プ
」
は
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
男
女

が
と
も
に
参
加
・
参
画

し
、
男
女
平
等
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
た
市

民
活
動
を
支
援
し
、
情

報
交
換
や
交
流
、
学

習
、
女
性
の
た
め
の
相

談
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
皆
さ

ん
の
ご
利
用
を
お
ま
ち
し
て
お
り

ま
す
。

■
情
報
コ
ー
ナ
ー

▽
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
図

書
・
雑
誌
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
閲

覧
し
、借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
期
間
は
３
週
間
）

▽
国
・
府
・
市
町
村
な
ど
が
発
行

す
る
資
料
や
情
報
誌
・
啓
発
冊
子

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
講
座
等
の
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
市
民
グ
ル
ー
プ
の
情
報
発
信
の

場
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

▽
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
は
誰
で
も
自

由
に
学
習
で
き
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
グ
ル
ー
プ
の
登
録　

　

男
女
平
等
参
画
社
会
の
形
成
に

関
す
る
学
習
・
交
流
を
目
的
と
し
、

本
市
に
在
住
・
在
学
・
在
勤
し
て

い
る
方
を
主
な
構
成
員
と
す
る
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？
新

規
登
録
を
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
に
は

1
年
間
（
年
度
末
）
有
効
の
「
登

録
証
」
を
発
行
し
ま
す
。

【
利
用
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後

５
時
（
市
役
所
執
務
日
に
限
り
ま

す
）

【
と
こ
ろ
】
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
樽
井
９
・
16
・
２
）

【
問
合
せ
】
人
権
推
進
課
男
女
平

等
参
画
係

毎週木曜日（祝日・第 5 木曜日を除く）
10:00～12:00、13:00～15:00

人権ふれあいセンター

人権ふれあいセンター

西信達公民館

専用電話（☎482-0590）

市役所本庁 1 階市民相談室    人権擁護委員による人権相談

女性相談（面接）
事前予約が必要です

女性のための電話相談

特設人権相談

人権に関する相談

 毎月第3金曜日　14:00～16:00
 ①毎月第 1 金曜日　13:00～16:00
 ②毎月第 2 水曜日　18:00～21:00
 ③毎月第 4 金曜日　10:00～13:00

相談名 とき ところ 問合せ

人権推進課

　人権協会
（☎485-1401）

祝日を除く毎週月曜日～土曜日
 （土曜日は要予約）　9:00～17:30
3 月 13 日㈮ 14:00 ～ 16:00  

　

シ
リ
ー
ズ
「
調
整
区
解
消
に
向
け
て
」
⑦

ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
と
は
何
か
？

︱
今
︑
あ
ら
た
め
て
「
人
権
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
考
え
る
︱

活
用
し
て
ね
！
せ
ん
な
ん
男
女
平
等
参
画
ル
ー
ム



24

                      

                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/　　　　　　　　　　                         　                                         せんなん子育てねっと　http://www.city.sennan.osaka.jp/kosodate/

  
 ★保育子育て支援課（☎ 483-3471）

泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て
★図書館（☎ 482-7766）

泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポーツ＞文化

おはなしひろば 
ぴよぴよ・てくてく　
【とき】3 月 6 日㈮、4 月 3

日㈮①午前 10 時 20 分から

30 分程度（おはなしぴよぴ

よ）②午前 11 時から 30 分

程度（おはなしてくてく）

【ところ】図書館 1 階じゅう

たんコーナー

【対象】① 0、１歳の赤ちゃ

んと保護者 ② 2、3 歳の子ど

もと保護者 （年齢は目安）

【内容】赤ちゃんといっしょ

に、絵本やわらべうたで遊び

ます。本の紹介や、絵本相談

も行います

【定員】各回 20 組程度（先

着順）

【参加費・申込み】不要

　　

土曜おはなしひろば
【とき】3 月 14 日㈯午後 2

時 30 分から 30 分程度

【ところ】図書館 2 階視聴覚室

【対象】4 歳以上の子どもと

保護者

【内容】ストーリーテリング

( 素語り )、絵本など。15 分

前から昔の遊び「百人一首を

使ったカードゲーム」もやっ

ています

【定員】40 名（先着順）

【その他】「とこしょの読書通

帳」対象おはなし会です。絵

本を楽しんで、スタンプを集

めよう！

【参加費・申込み】

不要

ワクワク！ドキドキ！
かみしばい会へ行こう！！
【とき】3 月 28 日㈯、午後

2 時 30 分から 30 分程度

【ところ】図書館 2 階視聴覚室  

【対象】0 歳からどなたでも

【内容】紙芝居ボランティア

グループ「拍子木」のみなさ

んによる紙芝居会

【定員】40 名（先着順）

【参加費・申込み】不要

図書館「春休み絵本タイム」
　図書館応援団（ボランティ

ア）絵本グループのみなさん

が、たのしい絵本をいっぱい

読んでくれます。

【とき】① 3 月 28 日㈯② 4

月 4 日㈯ 午前 10 時 45 分～

11 時 15 分ごろ

【ところ】図書館 1 階じゅう

たんコーナー

【対象】主に幼児・小学生か

らおとなまで

【内容】① 絵 本「 ね こ ふ ん

じゃった」、「おへそのあな」

など ②「てがみをください」、

「ふうと　はなと　たんぽぽ」

など。最後に、みんなでかん

たん工作や折り紙あそびをし

ます

【参加費・申込み】不要

【その他】「とこしょの読書通

帳」対象おはなし会です。ボ

ランティアも募集中です。興

味のある方は、当日までに図

書館にご連絡ください

保育所名 開放日 開放時間

 鳴滝第 2 保育所
 ☎ 482-5660 3/10 ㈫

10：00 ～ 11：30

 たるい保育園   
 ☎ 482-0074 3/3 ㈫

 信達保育所　   
 ☎ 483-4642 3/3 ㈫

 浜保育所　　   
 ☎ 484-2660 3/17 ㈫

 ココアンジュ新家　
 ☎ 484-0190 3/5 ㈭、3/19 ㈭  13：30 ～ 15：00

★子育て支援センター「アンジュミニヨン」（☎ 484-0190）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て

保育所の所庭開放
　保育所や幼稚園に通っていない方、親子で遊びにきません

か。子育て相談もお受けしております。お気軽にご利用くだ

さい。

親子で楽しく参加しながら
友達づくりをしませんか 

【とき】4 月～ 9 月の月 2 回（月・
火曜日全 10 回）午前 9 時 30 分
～ 11 時 
【対象】 ▽リトル＝ 4 月 20 日㈪
から第 1、3 月曜日／平成 24 年
4 月 2 日～平成 25 年 9 月 30 日生まれの子どもとその
保護者
▽ハイ＝ 4 月 21 日㈫から第 1、3 火曜日／平成 22 年
4 月 2 日～平成 24 年 4 月 1 日生まれの子どもとその
保護者
【定員】各 15 組 （申込順）
【参加費】1,000 円（材料費・おやつ代など全 10 回分） 
【その他】申込後の返金は行いません
【申込み】参加保護者（代理人不可）が申込用紙、費用、
印鑑、筆記用具を持参の上、ココアンジュ新家へ。3
月 16 日㈪（平日午前 10 時～午後 4 時）から受付。申
込用紙の配布は午前 9 時 30 分から
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子どもの成長・健康・食生活
について語る「わんぱく教室」
【とき】①わんわんコース 3

月 17日㈫②ぱくぱくコース

3月 18日㈬

午前 10時～ 11時 30分

【ところ】『ひだまり』

【対象】市内在住の子どもと

その保護者①平成 24年 4月

2 日～ 9 月 30 日生まれ②

平成 24 年 10 月 1日～平成

25年 4月 1日生まれ

【内容】手遊び、ふれあい遊び、

親子の遊び、季節の遊び、身

体測定、保護者交流など

【その他】きょうだいを連れて

の参加はできません

【申込み】電話で『ひだまり』へ

ひだまりルーム
【とき】

3 月 2 日 ㈪、

5 日㈭、9 日

㈪、12 日㈭、

16 日㈪、19

日㈭

午前 9時 30分～午後 3時

【ところ】『ひだまり』

【対象】就学前の子どもとそ

の保護者

【内容】手遊び、ふれあい遊び、

親子の遊び、絵本、保護者交

流など

【その他】▽都合のよい時間

に参加可▽お弁当持ち込みの

場合、食事時間は午前 11時

45分～ 12時 30分▽お茶・

お弁当以外の飲食は不可▽午

後からの参加は 12 時 30 分

以降にお越しください

【申込み】不要

出前保育
【とき】3 月 23 日㈪午前 10

時～ 11時 30分

【ところ】花咲きファーム

【対象】就学前の子どもとそ

の保護者

【内容】歌、手遊び、ふれあ

い遊び、運動遊び、ペープサ

ート、体操、手作りコーナー、

親子での遊びなど（赤ちゃん

コーナーもあります）

【その他】▽ゴミ、紙おむつ

はお持ち帰りください▽動き

やすい服装で参加▽お茶以外

飲食不可▽お茶、着替え（バ

ギー、敷物等が必要な方）は

各自持参▽駐車場あります▽

雨天中止

めろんぐみお楽しみ会
【とき】3 月 20 日㈮午前 10 

時～ 11 時 30分

【ところ】りんくう体育館

【対象】2 歳児（平成 23 年

4月 2日～平成 24年 4月 1

日生まれ）、3歳児（平成 22

年 4 月 2 日～平成 23 年 4

月 1日）

【内容】パラバルーンで遊ぼ

う、お別れ会など

【その他】▽お茶以外飲食不

可▽お茶、着替えは各自持参

【申込み】不要（今回は同室

で一時保育があります。希望

の方は申込んでください）

★子育て支援センター『ひだまり』（☎484-3371）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て

【とき】上表のとおり

【ところ】『ひだまり』

【対象】市内在住の子どもとその保護者①平成 25年 4

月 2日以降生まれ②平成 24年 4月 2日～平成 25年 4

月 1 日生まれ③平成 23年 4月 2日～平成 24 年 4 月

1 日生まれ、平成 22 年 4 月 2 日～平成 23年 4月 1

日生まれ

【内容】歳児に合った親子の遊び、保護者交流、手遊び、

ふれあい遊び、絵本など

【その他】▽都合の良い時間に参加可（めろんぐみの午

前は10時30分までに、午後は2時までに来てください）

▽上の子どもを連れての参加はできません（下の子ども

は可能、一時保育なし）▽お茶、着替えは各自持参

【申込み】不要

歳児別ひだまりルーム

クラス とき

いちごぐみ お休み
（クリスマス会にご参加ください）プチいちごぐみ
12月 2日㈫、24日㈬
午前 9時 30分～ 11時 30分
12月 2日㈫午後 1時～ 3時、
10日㈬午前 9時 30分～ 11時 30分

ばななぐみ

めろんぐみ

①

②

③

クラス とき

いちごぐみ
（よちよち歩く子）

3月 10日㈫、24日㈫

プチいちごぐみ
（ねんねからハイハイの子）

午前 9時 30分～ 11時 30分
3月 10日㈫、24日㈫
午後 1時～ 3時
3月 3日㈫、25日㈬
午前 9時 30分～ 11時 30分

3月 3日㈫午後 1時～ 3時
11日㈬午前9時30分～11時30分

ばななぐみ

めろんぐみ

①

②

③

クラス とき

お父さんと子どものひだまりルーム 
　ホワイトデーに、日ごろ子育て奮闘中のママにゆっく
り自由な一日をプレゼントしませんか。そして、子育て
中のパパ同士の交流もしてみませんか？
【とき】3 月 15日㈰午前 9時 30分～ 11時 45分
【ところ】『ひだまり』
【対象】就学前の子どもとお父さん（小学生は不可）
【内容】親子の遊び、交流、手遊び、ふれあい遊び、絵本
等
【その他】▽申込み不要▽都合のよい時間にご参加くだ
さい▽お菓子、ジュースの持ち込みはできません▽何か
あれば、スタッフがお手伝いします。安心して遊びに来
てください

★ファミリー・サポート・センター（☎483-9665）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞子育て

ファミサポ会員募集中 !
【利用会員】3 か月からおお

むね 12歳までの子どものい

る方

【協力会員】子どもが好きで、

自宅で子どもを預かることが

できる方。子どもの保育施設

などへの送迎ができる方。研

修の受講が必要です。都合に

合わせて活動できます

【両方会員】利用会員と協力

会員を兼ねることができます

【利用料】700 円～（１時間）

【保険】ファミリー・サポート・

センター補償保険に加入、保

険料は泉南市が負担します

【申込み・問合せ】ファミリー・

サポート・センターへ
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  予防接種は、体調の良い時に受けましょう。費用は無料で

す。

　母子健康手帳、健康保険証は必ずお持ちください。予診票

は医療機関に置いています。個別接種は事前予約が必要で、

指定医療機関以外での接種はできません。予診票は指定医療

機関に設置しています。

予防接種名 対象年齢

結核（ＢＣＧ）

★受け方については、指定医療機関設置の「予防接種を受けるにあたっての説明書」・ウェブサイトを参照または、
保健センターへお問合せください。

保
健

セ
ン
タ
ー

個
別
接
種

集
団
接
種

指
定
医
療
機
関
で
通
年
実
施

（
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
）

麻しん・風しん

ジフテリア・百日咳・ポリオ・破傷風

水痘

日本脳炎

Hib感染症 　／　小児の肺炎球菌感染症

ヒトパピローマウイルス感染症

方法 場所

生後2か月の前日から5歳の前日まで
★初回接種開始月齢に応じて1～4回接種

第1期：1歳の前日から2歳の前日まで
第2期：小学校入学前の1年間

1歳の前日から3歳の前日まで：2回接種
3歳から5歳の前日まで【経過措置・平成26年度限り】：１回接種
▽すでに水痘にかかった子どもは対象外です
▽任意接種で水痘ワクチンの接種を受けた子どもは、すでに接種した
回数分を受けたものとします

第1期：生後3か月の前日から7歳6か月の前日まで
第2期：11歳の前日から13歳の前日まで（ジフテリア・破傷風）

第1期：3歳の前日から7歳6か月の前日まで
第2期：9歳の前日から13歳の前日まで

小学6年生から高校1年生の女子

生後5か月の前日から8か月の前日まで
★1回接種 （実施日：3月19日㈭・4月16日㈭午後1時～
1時45分受付、予約不要）

ヒブ

行事名 対象 とき その他　

4か月児健康診査 ①平成26年10月生
②平成26年11月生

平成25年5月・6月生
平成24年6月・7月生

①3月4日㈬ ②4月1日㈬
受付：午後0時35分～1時30分

今

　
月

　
の

　
健

　
診

今

　
月

　
の

　
教

　
室

　

乳児後期健康診査

2歳6か月児歯科健診

3歳6か月児健康診査

1歳6か月児健康診査

対象者へ個別通知

対象者へ個別通知

4か月児健康診査で受診票を配布していますので、大阪府内の医療機関にお問合せの上、かかり
つけ医でお受けください。1歳を過ぎると自己負担になります。

平成24年8月生

平成25年7月生

平成23年8月生

3月26日㈭ 
受付:午後0時45分～1時20分

3月25日㈬ 
受付:午後0時30分～1時30分

3月11日㈬
受付:午後0時30分～1時30分

歯みがき教室

はじめてのままサロン

【内容】情報交換、赤ちゃんの身体
計測、育児相談、ふれあい遊び
【定員】なし
【申込み】不要

1歳未満の第1子と
その家族

3月27日㈮
受付：午後１時30分～1時45分
実施：午後１時30分～3時

（受付後、身体計測を実施します）

3月26日㈭
受付：午後１時～1時20分
実施：午後１時20分～

【定員】なし
【携行品】母子健康手帳、筆記用具、
歯ブラシ、コップ、お茶
【申込み】不要

妊婦とその家族

離乳食講習会

プレままプレぱぱ教室

【内容】講演と実演
【定員】20名（申込順）
【携行品】母子健康手帳、筆記用具
【申込み】電話か保健センター窓口
へ。2月4日㈬から受付

4か月～1歳未満の
乳児の保護者

（一時保育あり）

2月23日㈪
受付：午後１時30分～1時45分
実施：午後１時45分～3時

2月20日㈮、27日㈮、3月6日㈮
受付：午後１時～1時10分
実施：午後１時10分～3時ごろ

【内容】お産の話、沐浴実習、栄養の
話、手作りおもちゃ、先輩ママとの
交流。3日間１コース
【定員】12組
【申込み】電話か保健センター窓口
へ。2月16日㈪締切

★保健センター（☎ 482-7615 ／ FAX485-1621）
泉南市ウェブサイト＞福祉・健康＞健康

伝統文化こども教室日本舞踊の体験 
【とき】4 月から月 2 回（土・
日曜日のいずれか）午前
10 時～ 12 時 
【ところ】樽井公民館和室 
【対象】4 歳～中学生 
【定員】10 名（申込順） 
【費用】1 人月額 500 円 

【運営】泉南市文化協会謡
舞協会 
【申込み・問合せ】ハガキ
で日本舞踊参加、住所、氏
名、電話番号、学年を明記
の 上、 〒 590-0592（ 住
所不要）生涯学習課（☎
483-2583）へ

児童生徒就学援助費
後期分を支給します
　泉南市立小・中学校に通学

している児童生徒の保護者の

方で、就学援助費を申請され、

受給認定された方の後期分を

支給します。

【支給日】3 月 11 日㈬

【支給方法】申請者指定の金融

機関へ振込

★学務課（☎ 483-3673）
泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポーツ＞教育



27

                      

                泉南市ウェブサイト　http://www.city.sennan.osaka.jp/　　　　　　　　　　                         　                                         せんなん子育てねっと　http://www.city.sennan.osaka.jp/kosodate/

子育て情報局

Child  Information

墨づくり見学＆奈良ツアー
【とき】3 月 26 日㈭午前 8 時

30 分～午後 4 時

【ところ】奈良市内

【対象】市内の小中学生、保護者

【定員】50 名（多数の場合は

抽選）

【申込み】往復ハガキかＥメ

ールで、墨づくり見学希望、

参加者および保護者氏名（ふ

りがな）、住所、電話番号、

学校名、学年を記入の上、青

少年センターへ。3 月 19 日

㈭午後 5 時締切

ハンバーガーを作ろう
【とき】3 月 30 日㈪午前 10 時

～午後 1 時

【対象】小学4年生～中学3年生

【定員】10 名

【参加費】500 円

【申込み】電話か E メールで青

少年センターへ。3 月 16 日㈪

午後 5 時締切

なないろ落語サークル
【とき】3 月 14 日㈯、28 日㈯

午前 10 時～ 11 時

【対象】市内の小中学生

【申込み・問合せ】電話か E

メールで青少年センターへ

センター・キッズ・ダンス・
サークル
【とき】毎週土曜日午前 10 時

～ 11 時 30 分

【対象】市内の小中学生

【参加費】月 500 円

【申込み】電話か E メールで青

少年センターへ

軽快な音楽に合わせながら行
うストレッチなど
【とき】3 月 2 日㈪、9 日㈪、

16日㈪午前9時30分～11時

【対象】おとな

【参加費】1 回 300 円

【申込み】当日受付

読み聞かせ講習会
【とき】3 月 14 日㈯午前 10

時～ 12 時

【対象】18 歳以上で子ども

に本などを読み聞かせたい方

【内容】朗読発表会

【講師】根っこの会

【定員】20 名

【申込み・問合せ】電話か E

メールで青少年センターへ

ほっとネットせんなん
【とき】3 月 14 日㈯午前 10

時～ 12 時

【ところ】デイセンターせんなん

【対象】小学生 ( 小学部 )・中

学生 ( 中学部 )・高等部の障

がいのある子どもと保護者

【内容】お楽しみ会

【定員】親子で 15 組

【参加費】一組 100 円

【申込み】往復ハガキか E メー

ルで、ほっとネットせんなん

参加希望、住所、参加者氏名

（ふりがな）、電話番号を明記

の上、青少年センターへ。3

月 12 日㈭午後 5 時締切

★青少年センター（☎ 484-3500）
泉南市ウェブサイト＞教育・文化・スポーツ＞青少年

〒 590-0521
樽井八丁目 13 番 18 号／ FAX：482-5425
e-mail：seishonen-center@city.sennan.lg.jp
青少年センターの行事にＥメールでお申込みの方へは、
２，３日中に確認メールをお届けします。届かない場合
は、青少年センターへご連絡ください。
●【ところ】の記載の無いものはすべて青少年センターで行います
●【参加費】の記載の無いものは無料です

　1 月の「せんなん子ども会議」では、

冒険遊び場「ちょっとバン」の川口さ

んのお話を聞きました。泉南市の公園

のことを考えてきた子ども委員は、こ

れまでの公園の概念とは異なる、違う

形の公園の存在を知ることになりまし

た。話の一部を紹介します。

○冒険遊び場とは

　公共の公園のように既製の遊具があ

る場所ではなく、土や木や水といった

その場にある要素を自由に使って作っ

たり壊したり、子どもが遊びを作り出

したりできる遊び場のことで、1943

年にデンマークで始まり、日本では

1970 年代に東京で「プレーパーク」

という名称で、第 1 号が誕生してい

ます。

○冒険遊び場「ちょっとバン」とは

　堺市の大型児童館ビッグバンの敷地

内にある「子どもたちで作る子どもた

ちの遊び場」です。子どもたちや地域

の人に理解し愛される「子どもの日常

的な遊び空間」になるように“ちょっ

とずつ”やっていこうという気持ちで

「ちょっとバン」と名付けられました。

設立 15 年になります。遊具はそれほ

ど多くなく、砂、土、木、落ち葉、水、

畑などたくさんの自然、そしてスコッ

プやのこぎりなどの道具があるだけで

す。子どもたちの遊びを見守ってくれ

る、昔、遊びの天才であった若者やお

とながいます。どんな遊びをするかは、

子どもたちが考えます。

○川口さんが「公園プロジェクト」を

すすめている子ども委員のみんなに伝

えてくれたこと

　何か遊びを企画したり、みんなで力

を合わせて実行したりするには、①元

気②やわらかい頭③集中力が大切で

す。この 3 点を大切にしてください。

2 月には実際に「ちょっとバン」に来

て、企画のヒントをたくさんつかんで

帰ってください。

　その後、子どもたちは、川口さんに

教えていただいた 3 点を身につける

ために、いろいろな特訓を受けました。

人間知恵の輪だったり、「牛乳パック」

「わりばし」などの素材から 5 秒で遊

びを考えて発言したり、ペットボトル

の口に上から割り箸を落とし入れたり

…とても楽しい時間でした。

                                          

シリーズ：子どもの権利 No.26　冒険遊び場「ちょっとバン」の川
かわぐち

口さんに学ぶ

【問合せ】泉南市子どもの権利に関する条例事務局（人権教育課☎ 483-

3672 ／ FAX483-7306 ／ e-mail:jinkenkyouiku@city.sennan.lg.jp）　
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今年もすこやかに過ごせますように！長慶寺節分祭

　長慶寺で毎年 2 月第 1 日曜日に開催される節分祭。30 年ほ
ど前から餅投げ供養が行われています。14 斗（約 210kg）の
もち米で数え切れない量の福餅を作り、護

ご ま
摩を焚いて祈祷します。

その後、千
ち が の う ら

賀ノ浦部屋の力士・舛
ますのやまぜき

ノ山関と 2 名の力士、竹中市
長をはじめ来賓の方々により福餅とみかんが投げられました。毎
年、1000 人以上の方が訪れ、今年も境内には多くの方々が集
まり、おとなも子どもも両手を広げ、必死で受け取っていました。
福餅を手にした子どもは「おもち、とれた！」とうれしそうでし
た。皆さまにたくさんの福が来ますように。　　　（2 月 1 日）

●読者プレゼント！

応募締め切り
3 月 25 日㈬必着

　農業公園内にあるデビッド・オースチン・ロージズ社さまの
イングリッシュローズガーデンは世界で有数の大きさを誇り、
最新のイングリッシュローズコレクションを持っています。毎
年 5 月の中旬からが見ごろで、3,000 本ものバラが植栽され、
ユニークかつテーマにそって区切られたガーデン内を、アーチ
やオベリスクに絡められたイングリッシュローズのつるバラが
飾ります。 隣接の店舗では、すぐに植えられる状態にまでよく
育った種類豊富なバラの鉢苗と、デビッド・オースチン著書を
はじめ、幅広いバラ関連ギフト商品を取りそろえています。経
験豊富なスタッフによる季節ごとのお手入れ講座も開講中です。
　今回は「デビッド・オースチン・ロージズ社」さま（幡代 2001
／☎平日 480-0031、土日祝 483-0878 ／営業時間 :3 月～ 10 月・
午前 9 ～午後 5 時、11 月～ 2 月・午前 10 時～午後 4 時／定休日：
なし（年末年始は休み）／入場料・駐車場：無料）よりイングリッ
シュローズ（5,000 円相当）を 1 名さまにプレゼント。

【応募方法】郵便番号、住所、氏名、電話番号、年齢（学年）、性別、
職業を明記し、ハガキかＦＡＸ、Ｅメールで、今月号の感想や
市政へのご意見、プレゼントへのご意見、身近な話題などを必
ずお書き添えください。なお、応募はお１人さま、１賞品につ
き１回のみ有効です

【応募先】〒 590-0592（住所不要）広報せんなん 3 月号プレゼ
ント係へ FAX:483-0325 ／ e-mail:hisyo@city.sennan.lg.jp（タイ
トルに「広報せんなん 3 月号プレゼント係」と必ず明記）

【問合せ】秘書広報課（☎ 483-0002）
　応募の際ご提供いただいた個人情報は、泉南市個人
情報保護条例に基づき、当選者への賞品受け渡しのた
めにプレゼント提供店に提供される以外には利用しま
せん

1名さ
まに

和
泉
砂
川
駅

ココ

広告掲載枠です

詳しくは今月号の広報せんなんをご覧ください。

デビッド・オースチン・ロージズ

上記の広告に関するお問い合わせは、合同会社　ＩＭ総合企画へ（☎ 072-242-7997）
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まちかどスナップネット版もごらんください。

泉南市ウェブサイト＞

広報広聴・情報公開＞まちかどスナップネット版

http://www.city.sennan.osaka.jp/

あがった！あがった！もっとあがれ！第12回凧
たこ
あげ大会

　りんくう体育館公園広場で、泉南市 ABC 委員会主催の凧あげ大
会が開催されました。この日は 1 月とは思えないようなぽかぽか
陽気。程よい風もあり、凧あげには絶好の天気でした。自分で作っ
た凧を持って、多くの親子連れが参加しました。最初はあげ方の分
からない子どもたちも、泉南市 ABC 委員の方に習いながら空高く
凧をあげました。太陽がまぶしすぎて、「まぶしい！凧見えへん。」
と半分目を閉じながら、凧あげをする子どももいました。凧が多く
て絡まる場面もありましたが、連凧や変わり凧もあげられ、青空に
なびく色とりどりの凧は、とてもきれいでした。　　　（1月24日）

泉州地区の王座をめざせ！第28回泉州地区王座決定戦！

　少年野球の王座を決める泉州地区王座決定戦。堺以南 16 チー
ムが参加し、サザンスタジアムで開会式が開催されました。泉南
市内の野球チームからは新家スターズが参加しました。寒いなが
らも天気に恵まれ、選手たちは、これから始まる大会に胸ふくら
ませ元気よく行進しました。全チームが入場し、代表チームの選
手宣誓。熱い戦いの始まりです。チームが団結し、選手たちの気
合も高まります。開会式の後、日ごろの練習の成果を発揮し優勝
をめざして、1 回戦で新家スターズと緑ヶ丘グリーンヒルズが対
戦しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2 月 1 日）

　　

初心者でもできる！かんたんクッキング

　樽井公民館で開催された「かんたんクッキング」。男性 8 名、
女性 4 名が参加され、男性は、「ほとんど日ごろは食べるだけ」
という方。最初に講師の方から食品の栄養や食事の取り方など
の話を聞き、次に調理手順の説明を聞いて、グループごとにク
ッキングがスタート。女性は慣れた手つきで食材を切りますが、
男性は、もたつきながらも肉や野菜を丁寧に切っていました。
レシピで確認しながら味付けし、肉じゃがやアサリのみそ汁な
ど 4 品が完成。みそ汁の塩分濃度もしっかりチェック。みんな
で試食し、どれもおいしくできました。　　　　　（2 月 7 日）
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情報ボックス

Information BOX 

泉南市 ABC 委員会
第 5 回せんなんふるさとの味料理講座

【とき】3 月 29 日㈰午前 9 時～ 12 時
【ところ】樽井公民館 2 階料理室
【内容】泉州タコを使った料理（下処

理の仕方）
【定員】15 名（男性歓迎）
【参加費】500 円（材料費、保険料、

当日徴収）
【一時保育】1 名につき 100 円（保育料）
【その他】料理のできる服装と布巾持参
【申込み・問合せ】3 月 16 日㈪～ 20

日㈮の期間に電話で生涯学習課（☎
483-2583）へ

泉南市ＡＢＣ委員会・泉南の里山を大
切にする会「第３３回里山一斉調査」
　一緒にノンビリと春を探しましょう。

【とき】4 月 11 日㈯午前 9 時～午後 3
時、小雨決行。雨天は翌日に順延

【集合場所】ＪＲ阪和線新家駅午前 9
時より受付、9 時 30 分出発
 【コース】新家駅～風の谷公園～畦の
谷地蔵尊（解散）～新家駅 

【参加費】一家族 500 円（資料代、傷
害保険、後日送付の結果報告代 ）

【持ち物】弁当、水筒、タオル、軍手、
筆記用具、双眼鏡と虫眼鏡（あれば）

【その他】 山歩きの服装（帽子、長ズ
ボン等）、 履き慣れた靴で参加            

【申込み・問合せ】電話か FAX、E メー
ルで〒 590-0591 泉南市樽井 2-5-2
田
た な か

中 正
ま さ み

視 へ ( ☎・FAX 共 通 484-3894
／ e-mail:masami-t@nike.eonet.ne.jp)

市民交流事業「とまり喜
ぎ

」の開催
【とき】3 月 12 日㈭午後 1 時 30 受付、

午後 2 時～ 3 時
【ところ】あいぴあ泉南 1 階大会議室
【対象】市内在住で就学前の子どもと

保護者、高齢者、障がい者の方
【内容】おはなしキャラバンつばさに

よる人形劇「三びきのやぎ草
くさぼし

星をさが
せ！」

【主催】社会福祉協議会
【その他】あいぴあ駐車場横の臨時駐

車場をご利用ください
【参加費・申込み】不要
【問合せ】あいぴあ泉南（☎ 485-0707）

泉南市文化協会第３回文化サロン
　遠くカリフォルニアから、2014 年
夏、サザンビーチに産卵に帰ってきた
ウミガメ。（４回目となります。）春休
みの一日、家族そろってウミガメの壮
大な旅のお話を楽しみましょう。

【とき】3 月 29 日
㈰午前 10 時～ 12
時

【ところ】樽井公民
館 1 階小会議室Ａ・Ｂ

【内容】講演「サザンビーチにウミガメ
が帰ってきた！」昨年夏サザンビーチに
産卵したウミガメの壮大な旅のお話

【講師】田
た な か

中正
ま さ み

視さん（男里川干潟を
守る会）

【参加費・申込み】不要
【問合せ】生涯学習課（☎ 483-2583）

せんなんわくわく広場からお知らせ
　①恒例朝市②彼岸の入り臨時営業③
春分の日「春よ来い！ぜんざい」の振
る舞い（先着 100 名）

【とき】① 3 月 7 日㈯午前 8 時 30 分
～② 18 日㈬午前 8 時 30 分～午後 6
時③ 21 日㈷午前 10 時 30 分～

【問合せ】せんなんわくわく広場サザ
ンぴあ事務所（☎ 482-0277）

根来街道おすすめ冬景色を募集
　根来街道グリーンツーリズム振興協
議会では、岩出市・泉南市のおすすめ
の冬景色を募集します。応募写真は、
両市で開催する展示会で展示予定。詳

しくは、市ウェブサイト・産業観光課
窓口に設置の「根来街道冬景色写真募
集要項」をご覧ください。

【問合せ】産業観光課（☎ 483-8191）

新家笠
かさやま

山ハイキング
【とき】4 月 4 日㈯午前 9 時 30 分～
【コース】新家公民館（集合）～新家

公園～大
おおいけ

池・幸
こうとくおおはし

徳大橋～種
たねかわじんじゃ

河神社～笠
山・白

はくさん

山神社～畦
あぜ

の谷
たに

地蔵～種河神社
（解散）
【定員】50 名（多数の場合は抽選、落

選者のみに連絡）
【持ち物】弁当、水筒、タオル等
【その他】山歩きの服装、 履き慣れた

靴で参加
【申込み】ハガキに参加者全員の郵便

番号、住所、氏名、年齢、電話番号、
を明記の上、〒 590-0522 泉南市信達
牧野 395-4 泉南市観光協会観光案内所

「笠山ハイキング」係へ。3 月 20 日㈮
締切（消印有効）

【問合せ】泉南市観光協会観光案内所
（☎ 493-8948）

泉南市女声合唱団第 15 回定期演奏会
　趣向を凝らし、楽しい春のひと時を
過ごしていただけますよう団員一同が
んばっています。ぜひお越しください。

【とき】3 月 15 日㈰午後 1 時 30 分開場、
2 時開演

【ところ】文化ホール
【入場料】無料
【問合せ】生涯学習課（☎ 483-2583）

金熊寺梅まつり限定

スペシャル企画

　2,000 本の絶景梅林を見ながら、梅スイーツに舌鼓を打ちませんか？

　老舗和菓子店“御
おかしどころこうせん

菓子処幸泉”と泉南市観光協会で 6次産業（地元名産）

の商品化に向け、梅まつりにちなんだ“梅大福”の試作製造に取り組み、1

日限り個数限定で試作販売します。

【とき】3 月 7日㈯午前 10時～午後 3時（雨天中止）

【ところ】金熊寺駐車場瓢
ひょうたんてん

箪展横

【販売個数】200 個

（先着順、なくなり次第終了）

【販売価格】１個 130円（税込み )

【問合せ】泉南市観光協会観光案内所

　　　　　　　　　　　　（☎ 493-8948） 

梅大福を販売します！
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国登録有形文化財山田家住宅一般公開 
【とき】3 月 2 2 日 ㈰ 午前 10 時～午

後 4 時  
【ところ】山田家住宅 
【入場料・申込み】不要（ただし、パ

ンフレット代として任意で 100 円の
協力金をお願いしています）  

【その他】タケダ電設隣の空地に駐車可
【問合せ】生涯学習課（☎ 483-2583）

泉南・市民まちづくりサロン
【とき】（第 10 回）3 月 25 日㈬午後 1

時 30 分～ 3 時 30 分
【ところ】市役所 2 階大会議室
【参加費】無料
【共催】泉南市 ABC 委員会
【問合せ】政策推進課（☎ 483-0004）

太極拳の無料講習会
　あなたの体力とやる気に合わせ、存
分にトレーニングができます。

【とき】3 月 8 日㈰、15 日㈰午前 9 時
30 分～ 12 時

【ところ】りんくう体育館
【その他】軽装、運動靴持参
【問合せ】泉南太極拳同好会箕

みのうら

浦
　　　　　　　　　　（☎ 492-0871）

信達公民館まつり
【とき】3 月 14 日㈯午前 9 時～午後 5

時、15 日㈰午前 9 時～午後 4 時 
【ところ】信達公民館 
【内容】▽作品展示▽お茶席（有料）

午前 9 時 30 分～午後 3 時 30 分（両
日）▽演技発表（コーラス、ソーリャ、
わらべうた、詩

し ぎ ん

吟、琴
こと

、太
たいきょくけん

極拳など ）
午後 1 時～ 4 時（15 日のみ）

【その他】車での来館はご遠慮ください
【問合せ】信達公民館（☎ 483-9264）

まいぶんで古代ハスを栽培します　
　埋蔵文化財センターで、古代ハスを
栽培し、皆さんが楽しめる場づくりを
はじめます。ハスの花のある楽しみ方
を考え、実践してみたい方、かつてハ
スの花（の軒丸瓦）でいっぱいだった
海会寺跡を再び！を目標に楽しんでみ
ませんか。

【意見交換会】3 月 5 日㈭午前 10 時～
12 時

【ところ】埋蔵文化財センター
【申込み・問合せ】電話か FAX、E メ

ールで氏名、住所、連絡先を埋蔵文化
財センター（☎ 483-6789 ／ FAX483-
7089 ／ e-mail:maibun@city.sennan.
lg.jp）へ

「フィールドワーク・歴史倶楽部」
参加者募集 
　現地見学会（年間 8 回を予定）を中
心に講義などを通じて、参加者の皆さ
んと楽しく歴史を学びます。（現地見学
会・講義の開催日は水曜日。現地見学
会は現地集合・現地解散で行いますの
で、貸し切りバスなどは利用しません。
また現地見学会では８～ 10 ㎞程度の距
離を歩きます）

【とき】3 月 18 日㈬午前 11 時から（年
間予定などの説明会。参加希望者は必
ず出席してください） 

【ところ】埋蔵文化財センター 
【定員】40 名（多数の場合は抽選） 
【費用】案内送料、資料代の年間参加

費（１人 2,000 円）の他、見学会の交
通費等はすべて参加者のご負担

【申込み】説明会で配布する申込書に
記入のうえ、埋蔵文化財センターへ。
受付期間は 3 月 18 日㈬～ 25 日㈬午
前 9 時 30 分～午後 4 時 30 分（21 日㈷・
22 日㈰は休館）

【問合せ】埋蔵文化財センター
　　　　　　　　　　（☎ 483-6789）

ワンコインで健康ヘルシー料理≪春≫ 
【とき】4 月 18 日㈯午前 10 時～午後 1 時 
【ところ】樽井公民館 2 階料理室 
【対象】おとな
【メニュー】春野菜のホットサラダ（ア

ンチョビドレッシング）、ニラの水餃

子、アスパラとちりめんじゃこのご飯、
春野菜のお吸い物、桜餅

【講師】藤
ふじわら

原あつこさん
【定員】16 名（多数の場合は抽選）  
【参加費】教材費 500 円 
【一時保育】1 歳以上の子ども 6 名 
【申込み・問合せ】樽井公民館窓口

か ハ ガ キ、FAX、E メ ー ル で、 住 所、
氏 名（ ふ り が な ）、 年 齢、 性 別、 電
話 番 号（ 一 時 保 育 希 望 の 方 は 子 ど
も の 氏 名 [ ふ り が な ]、 性 別、 生 年
月 日 ） を、 〒 590-0521 泉 南 市 樽 井
6-11-16 樽井公民館「ワンコイン春」
係（ ☎ 483-4361 ／ FAX483-4380 ／
e-mail:tarui-k@city.sennan.lg.jp） へ。
3 月 28 日 ㈯ 必 着。 当 落 は 3 月 29 日
㈰から電話か申込みの方法で通知しま
す。当選者は、4 月 11 日㈯ 5 時 30 分
までに樽井公民館で教材費をお支払い
ください（お支払いがない場合は、キ
ャンセルとします）。 FAX、E メール
で申込みの場合、3 ～ 4 日以内に返信
がなければ、電話でお問合せください

泉南市 ABC 委員会国際クッキング教室
【とき】3 月 12 日㈭午前 10 時～ 12 時
【ところ】樽井公民館２階料理室
【内容】料理教室（皮から手作り本場

のワンタン）
【講師】小

こ に し ま ゆ み

西真由美さん（喫茶「縁の花」）
【定員】20 名（申込順。定員になり次

第締切）
【参加費】500 円（当日徴収） 
【持ち物】エプロン、三角巾、どんぶ

り鉢、麺棒
【一時保育】4 名（先着順）一人につ

き 100 円
【申込み・問合せ】3 月 3 日㈫～ 10 日

㈫に電話で政策推進課（☎ 483-0004）
へ

泉南太鼓塾 10 周年記念「和太鼓公演」
【とき】3 月 22 日㈰午後 1 時開場、1

時 30 分開演
【ところ】文化ホール
【入場料・申込み】

不要
【問合せ】太鼓塾北

きたがわ

川
（☎ 090-1673-8526）

イベントなどの情報ページ

情報情報



今月の表紙
寒さに負けるな！
泉南市スポーツ少年団駅伝大会　
　寒さが厳しいものの、よく晴れた日
曜日、恒例の泉南市スポーツ少年団駅
伝大会がなみはやグラウンドで開催さ
れました。朝早く集合した子どもは、
レース開始時刻１時間以上前から元気
にウオーミングアップ！レースが始ま
ると、チームで応援、沿道でも積極的
に声をかけます。ひとつのタスキをつ
なぎながら、おそろいのユニホームを
着て走るので「チーム一丸となって」
という言葉がぴったりでした。合間に
は保護者が作ってくれる炊き出しの豚
汁を食べて温まりながら、全員最後ま
で走りきりました。　　　　（1月18日）

市長の動き

▽

シリーズ：「ふるさと歴史紀行」
『せんなんのたからもの』
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　泉南市の人口・面積
人口 63,874 人（－ 79 人）
男性 30,877 人（－ 32 人）
女性 32,997 人（－ 47 人）

世帯数 25,551 世帯（－17世帯）
面積 48.83 ㎢

1 月末現在。（　）内は前月比

「健康楽園　砂川」の案内図
　記載内容から昭和 14年 2月ご
ろのパンフレットです。表紙には
「砂川遊園を中心とし、付近一帯
40数万坪の地は…さながら一大
天然公園の観を呈し」と記載され、
周辺の「砂川奇勝」、「化

かせきろしゅつち

石露出地」、
「ツツジ畑」、「奥砂川探勝コース」
も併せて紹介しています。
　開園から４年目の「砂川遊園」
の園内には、「表

ひょうちゅうとう

忠塔」、「休憩所」、
「遊技場」、「野外劇場」、「トラック」、
「猿舎（モンキーハウス）」、「子供
汽車」、「飛行船塔」、「ボート」な

ど「子ども本位の健康施設」が充
実。あわせて周辺には、中

なかのいけ

ノ池の
「ボートハウス」、百

ゆ り が い け

合ヶ池（入
いりの

野
池
いけ

）には展望デッキを整備。周辺
の、「ツツジ畑」、「六

むつおばいりん

尾梅林」、「お
菊
きくやま

山」、「化石露出地」のほか、の
ちに国史跡となった「海会寺跡」
なども紹介しています。
　3年前に発行された開園初期のも
のと見比べると、遊園地の施設拡充
だけでなく、周辺の「遊覧地」の内
容が年々充実。いまとかわらぬ利用
者獲得の努力が見て取れます。

広報紙が届かない方は…

　広報紙が届かない場合、またはご
近所等でそのようなご家庭をご存じ
の方は秘書広報課までご連絡くださ
い。（☎483-0002）

　少年野球泉
州王座決定戦
開会式に参加
しました。
（2月1日）

　認知症コー
ディネーター養
成研修修了証
を渡しました。
（2月2日）

「天恵の楽園　砂川遊園展」開催中
　昭和初期、「第二の宝塚」をめざして開発された砂川遊園。当時のことを知る住民の方々
の思い出や、当時の写真に加えて、当時のパンフレットや新聞記事などから、砂川遊園
のあゆみをご紹介します。
【とき】3月31日㈫まで
【ところ・問合せ】埋蔵文化財センター（☎483-6789、休館日は第1・3土曜日、日曜日、
祝日）
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